
65

石
井
鶴
三
の
挿
画
料
─
─
挿
絵
画
家
の
〈
相
場
〉
を
考
え
る
た
め
に

髙　

野　

奈　

保　
　

　
　
　

0　

は
じ
め
に

　

信
州
大
学
所
蔵
石
井
鶴
三
関
連
資
料
か
ら
、
石
井
鶴
三
に
支
払
わ
れ
た
原
稿

料
及
び
挿
画
料
の
明
細
書
が
複
数
発
見
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
新
出
資
料
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
紹
介
を
行
う
と
と
も
に
、
掲
載
誌
等
を
明
ら
か
に
し
、

掲
載
当
時
の
原
稿
料
を
媒
体
や
時
代
の
違
い
を
踏
ま
え
て
比
較
す
る
こ
と
を
通

じ
て
、
鶴
三
の
挿
絵
画
家
と
し
て
の
評
価
を
原
稿
料
と
い
う
見
地
か
ら
考
え
て

み
た
い
。

　
　
　

１　

支
払
明
細
書
群
の
解
題

　

資
料
に
つ
い
て
は
、
信
州
大
学
附
属
図
書
館
に
よ
る
整
理
上
の
箱
・
仮
番
号

に
基
づ
い
て
紹
介
し
、
翻
字
に
つ
い
て
は
、
凡
例
に
準
ず
る
。

　

特
記
の
な
い
も
の
は
全
て
活
字
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
手
書
き
部
分

に
は
傍
線
、
ス
タ
ン
プ
で
入
っ
て
い
る
も
の
に
は
二
重
傍
線
、
差
出
人
の
も
の

で
な
い
と
思
わ
れ
る
書
き
込
み
（
鶴
三
の
も
の
と
思
わ
れ
る
）
に
は
波
線
を
付

し
た
。「
／
」の
記
号
は
改
行
を
表
す
。
な
お
、
各
支
払
明
細
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
源
泉
徴
収
額
は
、
昭
和
二
二
年
四
月
一
日
以
降
で
は
原
稿
料
等
の
一
五
パ

ー
セ
ン
ト（
昭
和
二
二
年
法
律
第
二
七
号
所
得
税
法
第
四
二
条
）、
昭
和
四
〇
年

四
月
一
日
以
降
で
は
原
稿
料
等
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
（
昭
和
四
〇
年
法
律
第
三

三
号
所
得
税
法
第
二
〇
四
条
、
第
二
〇
五
条
）
で
計
算
さ
れ
て
い
る
。

仮
番
号
［
高
２
６
―
５
１
］

［
資
料
情
報
］

　

書
類
名
は
「
原
稿
料
支
払
御
通
知
」。
書
類
の
右
上
に
「
払
出
日
付
印
」
欄

が
あ
り
、
横
書
き
の
三
段
組
で
「
東
Ｗ
会
／
35
　

．
２
．
３
／
中
木
」
と
印
字
さ

れ
た
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
る
。「
お
忙
し
い
中
を
玉
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。」
と
い
う
挨
拶
文
が

あ
る
。「
誌
名
又
は
扱
部
名
」
は
「
週
刊
朝
日
別
冊
」。
そ
の
下
に
は
横
書
の
表

が
組
ま
れ
、
明
細
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。「
筆
者
」は「
１　

石
井
鶴
三
殿
」、
そ

の
下
に
は
「
１
２
１
７
」
と
数
字
が
ス
タ
ン
プ
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
「
原

簿
照
合
番
号
」
と
項
目
が
足
さ
れ
て
い
る
。「
筆
者
」
の
右
の
項
目
は
順
に
、「
住

所
」「
板
橋
区
中
丸
町
／
２
１
」、「
掲
載
号
数
及
題
目
」「
２
／
国
技
館
／
さ
し

え
」、「
原
稿
料
」「
２
０
，
０
０
０
」、「
源
泉
税
」「
３
，
０
０
０
」、「
支
払
額
」「
１

７
，
０
０
０
」、「
備
考
」
は
空
欄
で
あ
る
。
手
書
き
部
分
は
、
カ
ー
ボ
ン
複
写

に
な
っ
て
い
て
、
普
通
紙
に
そ
の
部
分
だ
け
貼
付
し
て
あ
る
。
表
の
下
に
は

「
―
ご
注
意
―
／
こ
の
支
払
通
知
表
は
予
定
申
告
及
確
定
申
告
に
必
要
で
す
か

ら
／
大
切
に
保
存
し
て
下
さ
い
。
若
し
税
額
及
支
払
額
等
に
御
不
審
／
の
点
が

あ
り
ま
し
た
な
ら
筆
者
欄
下
の
照
合
番
号
を
お
示
し
の
／
上
会
計
部
に
お
申

出
下
さ
い
。」
と
注
意
書
き
が
あ
る
。
そ
の
右
に
「
朝
日
新
聞
東
京
本
社　

会
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計
部
原
稿
料
係
／
Ｔ
Ｅ
Ｌ
．
和
田
倉（
２
０
）０
１
３
１
～
０
１
４
１
」と
、
支

払
元
と
連
絡
先
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

［
解
題
］

『
週
刊
朝
日　

別
冊
』
の
新
春
特
別
号
（
昭
35
・
３
）
に
掲
載
さ
れ
た
尾
崎
士

郎
「
小
説　

国
技
館
」
の
第
四
回
「
高
砂
の
肚
と
朝
汐
の
眼
」
挿
画
三
枚
の
挿

画
料
で
あ
る
。「
小
説　

国
技
館
」
は
昭
和
三
四
年
九
月
か
ら
昭
和
三
五
年
九

月
ま
で
、
全
七
回
で
連
載
さ
れ
て
お
り
、
鶴
三
は
全
部
で
二
〇
枚
描
い
て
い

る
。
こ
の
回
の
挿
画
は
、
高
砂
部
屋
の
力
士
四
人
が
羽
織
袴
で
並
ん
で
い
る
も

の
、
力
士
三
人
が
普
段
着
で
川
縁
に
揃
い
、
一
人
が
釣
り
糸
を
垂
れ
て
い
る

も
の
、
実
業
家
の
永
福
柳
軒
夫
人
と
年
寄
の
藤
若
（
仮
名
）
が
向
か
い
合
っ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、「
小
説　

国
技
館
」
は
昭
和
三
五
年
九
月
に
雪
華
社

か
ら
単
行
本
が
発
行
さ
れ
て
い
て
、
鶴
三
が
挿
画
の
ほ
か
に
箱
絵
も
担
当
し

て
い
る
。

仮
番
号
［
高
２
６
―
５
３
］

［
資
料
情
報
］

　

書
類
名
は
つ
い
て
い
な
い
。
挨
拶
文
の
下
に
、
明
細
の
表
が
つ
い
て
い
る
。

挨
拶
文
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

謹
啓　

益
々
御
健
勝
の
段
慶
賀
の
至
り
に
存
じ
上
げ
ま
す

陳
者　

か
ね
て
御
高
配
戴
き
ま
し
た

文
藝
特
集
号
名
将
剣
豪
読
本
御
画
料

下
記
明
細
書
の
通
り
（
六
字
分
空
欄
―
引
用
者
）
を
以
て
御
送
金
申
し

上
げ
ま
し
た
か
ら
御
査
収
下
さ
い
ま
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

　

追
而
御
手
数
恐
入
り
ま
す
が
同
封
受
領
書
折
返
し

　

御
送
り
願
い
と
う
ご
ざ
い
ま
す

［
昭
和
三
十
壱
年
九
月
拾
五
日　

右
傍
挿
入
］
昭
和　

年　

月　

日

　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
千
代
田
区
神
田
小
川
町
三
丁
目
八
番
地株

式
会
社

河
出
書
房

石
井
鶴
三
先
生

　

下
の
横
書
の
表
に
は
、「
書
名
」
の
欄
に
「
さ
し
え
」、「
部
数
」
が
「
２
枚
」、「
単

価
」
欄
は
空
欄
で
「
金
額
」
が
「
２
，
５
０
０
―
」。「
徴
収
税
額
」
が
「
１
５

％
」
で
「
３
７
５
―
」、「
差
引
」「
２
，
１
２
５
―
」。
左
の
余
白
に
「
９
．
１

８　

受
取
」
と
鶴
三
に
よ
る
メ
モ
書
き
が
あ
る
。

　

封
筒
は
、
宛
先
が
「
板
橋
区
板
橋
三
の
二
六
二
／
石
井
鶴
三
先
生
」。
下
部

に
書
留
の
印
、
脇
に
「
小
川
町
ロ
８
０
２
」
と
引
受
番
号
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ

れ
て
い
る
。
消
印
の
場
所
は
小
川
町
、
日
付
は
昭
和
三
一
年
九
月
一
七
日
、
午

後
〇
時
か
ら
六
時
の
間
。
封
筒
裏
は
「
緘
」
の
ス
タ
ン
プ
で
封
じ
ら
れ
て
い
る
。

差
出
人
は
「
東
京
都
千
代
田
区
神
田
小
川
町
三
丁
目
八
番
地
／
株
式

会
社

河
出
書
房
／

電
話
東
京
二
九
局
（
29
）
代
表
三
七
二
一
／
振
替
口
座
東
京
一
〇
八
〇
二
番
」、

日
付
は
「
昭
和
31
　

年
９
月
18
　

日　

受
取
」。
筆
跡
と
筆
記
用
具
が
、
宛
先
と
異

な
っ
て
お
り
、
支
払
明
細
書
の
メ
モ
と
筆
跡
と
同
じ
な
の
で
、
お
そ
ら
く
鶴

三
が
書
き
加
え
た
と
思
わ
れ
る
。
書
留
の
伝
票
が
剥
が
さ
れ
た
跡
が
あ
り
、「
書

留
」、「（
受
取
人
」
と
判
読
可
能
な
部
分
が
残
っ
て
い
る
。

［
解
題
］

『
特
集　

文
芸
』（
昭
31
・
９
）「
名
将
剣
豪
読
本
」
の
「
名
場
面
案
内
」
欄
に

見
開
き
二
頁
で
紹
介
さ
れ
た
「
宮
本
武
蔵
」（
吉
川
英
治
／
石
井
鶴
三
画
）
の

挿
画
二
枚
。
小
説
は
「
円
明
の
巻
」
の
「
魚
歌
水
心
（
八
）」（『
東
京
朝
日
新

聞
』
夕
刊
、
昭
14
・
７
・
９
）
の
佐
々
木
小
次
郎
と
宮
本
武
蔵
の
対
決
の
部
分

（「
ぱ
つ
と
、
縺
れ
た
」
～
「
そ
の
唇
ば
た
に
む
す
ん
で
ゐ
た
。」）
が
引
か
れ
て
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い
る
。
小
説
本
文
の
引
用
元
は
不
明
。
挿
絵
は
、「
魚
歌
水
心（
六
）」（
同
前
、
昭

14
・
７
・
７
）
の
武
蔵
と
小
次
郎
が
相
対
し
て
い
る
画
と
「
魚
歌
水
心
（
八
）」

の
武
蔵
が
宙
に
舞
い
小
次
郎
の
頭
蓋
を
砕
く
画
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
魚
歌
水
心

（
六
）」
の
ほ
う
の
画
は
初
出
の
も
の
で
は
な
く
、
石
井
鶴
三
画
『『
宮
本
武
蔵
』

挿
絵
集
』（
朝
日
新
聞
社
、
昭
18
・
４
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
画
で
あ
る
。
石
井

鶴
三
「
巻
末
に
」
に
よ
れ
ば
、
同
挿
絵
集
は
、
鶴
三
み
ず
か
ら
「
宮
本
武
蔵
」

後
編
の
挿
画
を
三
一
八
枚
選
択
し
、
そ
の
一
部
を
加
筆
し
た
り
描
き
直
し
た
り

し
た
も
の
で
あ
り
、「
魚
歌
水
心
（
六
）」
は
描
き
直
し
の
対
象
に
な
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。「
魚
歌
水
心
（
八
）」
は
初
出
そ
の
ま
ま
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
一

枚
ず
つ
別
々
の
と
こ
ろ
か
ら
採
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
お
そ
ら
く
二
枚

と
も
同
挿
絵
集
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

仮
番
号
［
高
２
６
―
５
５
］

［
資
料
情
報
］

　

書
類
名
は「
支
払
明
細
書
」。
縦
書
の
表
に
は「
芸
術
新
潮
７
月
号
稿
料
」「
六

［
八　

ミ
セ
ケ
チ
］［
四　

右
傍
挿
入
］
〇
〇
―
」、「
所
得
税
源
泉
徴
収
額　

一
割

五
分
」「
九
六
〇
―
」、「
差
引
支
払
金
」「
五
四
四
〇
―
」
と
カ
ー
ボ
ン
複
写
で
記

入
が
あ
る
。
日
付
は
「
昭
和
33
　

年
６
月
16
　

日
」、
支
払
元
は
「
株
式

会
社

新
潮
社
会
計

部
」、
宛
先
は「
石
井
鶴
三
殿
」。
こ
の
明
細
書
に
は
手
紙
が
付
さ
れ
て
い
る
。
新

潮
社
の
便
箋
で
、
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

謹
啓

其
の
後
益
々
御
清
栄
の
事
と
存
じ
ま
す
。

扨
て
、
過
日
は
結
構
な
玉
稿
を
頂
戴
致
し
ま
し
て
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

甚
だ
些
少
で
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
御
原
稿
料
を
同
封
致
し
ま
し
た
の
で
何
卒
御

納
め
下
さ
い

ま
せ
。

尚
今
後
共
よ
ろ
し
く
御
願
い
申
上
げ
ま
す
。

敬
具

　
　

昭
和
33
　

年
６
月
16
　

日

芸
術
新
潮
編
集
部

　
　
　
　
　
　

石
井
鶴
三
様

　

封
筒
は
新
潮
社
の
も
の
で
、
封
筒
表
の
下
部
に
「
新
潮
社
／
東
京
都
新
宿
区

矢
来
町
71
番
地
（
牛
込
局
区
内
）
／
電
話
東
京
（
３
４
）
７
１
１
１
―
７
１
１

９
」
と
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
上
に
横
書
で
「
芸
術
新
潮
／
７
月
号
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
右
上
に
は
縦
書
で
「
石
井
鶴
三
様
」
と
名
前
だ
け
が
書
か
れ
て

あ
る
。

［
解
題
］

『
芸
術
新
潮
』（
昭
33
・
７
）
掲
載
の
石
井
鶴
三
「
穂
高
に
建
つ
た
碌
山
美
術
館
」、

文
字
原
稿
。
二
〇
字
×
二
五
行
の
三
段
組
で
掲
載
。
文
字
数
は
二
八
一
八
字
で
、

原
稿
用
紙
に
換
算
す
る
と
七
枚
強
。
彫
刻
家
萩
原
守
衛
（
碌
山
）
の
遺
作
を
収

集
し
て
昭
和
三
三
年
四
月
に
開
館
し
た
碌
山
美
術
館
に
つ
い
て
、
碌
山
の
生

涯
と
作
品
解
説
を
併
せ
て
紹
介
し
て
い
る
。

仮
番
号
［
高
２
６
―
５
６
］

［
資
料
情
報
］

　

支
払
明
細
書
は
な
く
、
挨
拶
状
の
み
。
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

拝
啓　

益
々
御
健
勝
御
慶
び
申
上
げ
ま
す

扨
今
回
は
御
多
忙
中
に
も
拘
ら
ず
「
中
央
公
論
」
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五
月
号
の
た
め
に
御
寄
稿
を
賜
わ
り
御
厚
情
誠

に
有
難
く
御
礼
申
上
げ
ま
す

就
い
て
は
右
御
稿
料
と
し
て
甚
だ
菲
薄
な
が
ら
別

券
同
封
御
送
附
申
上
げ
ま
す
故
何
卒
御
査
収
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

先
ず
は
と
り
あ
え
ず
御
礼
旁
々
御
案
内
ま
で

敬
具

　

昭
和
二
十
九
年
四
月
拾
六
日
［
昭
和　

年　

月　

日　

ミ
セ
ケ
チ
］

中
央
公
論
社　

　
　
　

石
井
鶴
三
様

　

日
付
の
ス
タ
ン
プ
は
、
日
付
が
空
欄
に
な
っ
て
い
る
印
字
部
分
の
上
に
押
し

て
あ
る
。

　

封
筒
の
消
印
の
場
所
は
東
京
中
央
、
日
付
は
昭
和
二
九
年
四
月
一
六
日
。
宛

先
は「
板
橋
区
板
橋
町
三
の
二
六
二
／
石
井
鶴
三
様
」。
朱
字
で
、
書
留
を
示
す

と
思
わ
れ
る
「
■
留
」
の
ス
タ
ン
プ
と
、
黒
字
で
「
東
京
／
中
央
ハ
／
０
９
７
」

と
い
う
引
受
番
号
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
る
。
封
筒
表
の
左
側
に
は
、
墨

書
で
鶴
三
に
よ
る
メ
モ
書
き
が
あ
る
。
横
書
で
「
４
．
１
６
附
／
小
切
手
」
と

書
か
れ
た
下
に
、「
６
０
０
０
―
９
０
０
／
５
１
０
０
」
と
筆
算
（
減
算
）
が
あ

り
、
さ
ら
に
下
に
縦
書
で
「
二
十
日
附
受
取
出
す
」
と
あ
る
。

封
筒
裏
は
「
緘
」
の
ス
タ
ン
プ
で
封
じ
ら
れ
て
い
る
。
差
出
人
は
「
東
京
都
千

代
田
区
丸
ビ
ル
五
階
／
中
央
公
論
社
／
電
話
和
田
倉
（
20
）
一
一
二
一
番
／
一

一
二
二
番
／
一
一
二
三
番
／
一
一
二
四
番
／
一
一
二
五
番
／
振
替
口
座
東
京
三

四
番
」
と
印
字
さ
れ
て
い
る
。
日
付
は
「
昭
和　

年　

月　

日
」
の
右
に
ス
タ

ン
プ
で
押
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
上
か
ら
書
留
の
伝
票
が
貼
ら
れ
た
た
め
、

読
み
取
れ
な
い
。「
特
殊
」
の
文
字
を
残
し
て
剥
が
さ
れ
た
伝
票
の
跡
が
あ
る
。

［
解
題
］

『
中
央
公
論
』（
昭
29
・
５
）
に
掲
載
さ
れ
た
阿
部
知
二
「
ひ
と
り
ず
つ
」
口
絵

の
画
料
。
遠
く
に
橋
で
繋
が
れ
た
二
つ
の
岸
を
背
景
に
し
て
、
松
の
木
の
下
に

洋
装
の
男
女
が
背
中
を
向
け
て
並
ん
で
座
る
構
図
で
あ
る
。

　

封
筒
に
書
か
れ
た
金
額
が
こ
の
一
枚
の
み
に
対
す
る
画
料
だ
と
す
る
と
、
後

述
す
る
［
仮
番
号
２
６
―
６
４
］
と
単
価
の
差
が
大
き
す
ぎ
る
が
、
詳
細
は
不

明
で
あ
る
。

仮
番
号
［
高
２
６
―
５
７
］

［
資
料
情
報
］

　

挨
拶
文
つ
き
の
支
払
明
細
書
。
手
書
き
部
分
は
カ
ー
ボ
ン
複
写
。
書
類
右
上

に
は
「
Ｎ
ｏ
．
５
５
」
と
番
号
が
振
っ
て
あ
る
。
日
付
は
「
昭
和
29
　

年
４
月
14
　

日
」。
挨
拶
文
は
横
書
で
、
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

　
　

石
井
鶴
三
先
生

　

謹
啓　

毎
々
の
御
芳
情
を
感
謝
申
上
ま
す

さ
て
、
下
記
計
算
書
の
通
り
御
稿
料
同
封
致
し
ま

し
た
か
ら
御
査
収
下
さ
い
。

　
　
　

な
お
別
紙
領
収
書
御
手
数
乍
ら
御
署
名
御
捺
印
の
上

　
　
　

御
返
送
の
程
願
上
ま
す
。

角
川
書
店
経
理
部　

東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
町
２
の
７

　「
計
算
書
」
の
名
目
は
、「
さ
し
え　

阿
部
一
族
［
月
号　

ミ
セ
ケ
チ
］
掲
載
分
」

と
あ
る
。
そ
の
下
に
表
が
あ
り
、「
摘
要
」
欄
と
「
金
額
」
欄
に
分
か
れ
て
い
る
。
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金
額
欄
は
、
三
つ
に
記
入
欄
が
分
か
れ
て
お
り
、
中
央
の
欄
に
「（
円
）」
と
単

位
が
入
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
欄
は
銭
の
記
入
欄
と
い
う
こ
と
に
な

る
。「
御
原
稿
料
総
額
」
が
「
３
０
０
０
０
０
」（
三
〇
〇
〇
円
）、「
所
得
税
法
第

42
條
ニ
ヨ
ル
／
源
泉
税
額
（
15
／

100
）」
が
「
４
５
０
０
０
」（
四
五
〇
円
）、「
差

引
御
支
払
額
」
が
「
２
５
５
０
０
０
」（
二
五
五
〇
円
）。「（
備
考
）」
の
「
単

価
」「
枚
数
」
の
部
分
は
空
欄
。

　

封
筒
は
、
郵
政
省
発
行
の
現
金
書
留
封
筒
。
封
筒
の
「
あ
て
名
」
の
面
に
は

「
板
橋
区
板
橋
町
三
ノ
二
六
二
／
石
井
鶴
三
先
生
」と
あ
り
、
そ
の
左
に
囲
み
線

つ
き
で
「
現
金
書
留
」
と
印
字
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
下
に
「
２
，
５
５
０
」
と

金
額
が
書
か
れ
て
い
る
。
上
部
に
は
「
現
金
封
か
ん
紙
／
郵
政
省
」
と
印
字
さ

れ
た
封
緘
紙
が
使
用
さ
れ
、「
角
川
」と
い
う
印
鑑
で
割
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。消

印
の
場
所
は
逓
信
博
物
館
内
、
日
付
は
破
損
の
た
め
判
読
不
能
。
引
受
番
号
は
、

逓
信
博
物
館
内
一
二
一
。「
差
出
人
」
側
は
「
東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
町
二
ノ

七
／
株
式
会
社
／
角
川
書
店
」
と
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
る
。
封
筒
左
側
に

は
「
注
意
」「
一
．
こ
の
封
筒
は
現
金
書
留
の
通
常
郵
便
物
に
／
限
り
使
用
の
こ

と
／
一
．
封
か
ん
は
離
れ
な
い
よ
う
に
よ
く
糊
着
し
封
じ
／
目
に
封
か
ん
紙
を

貼
り
証
印
の
こ
と
」
と
注
意
書
き
が
あ
る
。
封
筒
下
部
に
は
「
郵
政
省
発
行　

報
国
製
袋
製
造
」
と
あ
る
。
上
部
に
伝
票
を
剥
が
し
た
跡
が
あ
る
。

［
解
題
］

　

森
鷗
外
『
阿
部
一
族　

他
三
篇
』（
角
川
文
庫
、
昭
29
・
４
）
の
「
阿
部
一

族
」
の
挿
画
八
枚
。
た
だ
し
、『
苦
楽
』（
昭
24
・
３
）
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
た
「
名

作
絵
物
語
」
の
再
録
（
初
出
で
は
カ
ラ
ー
絵
）。
家
光
が
派
遣
す
る
上
使
と
沙
汰

書
を
作
成
し
た
執
政
三
人
の
画
、
殉
死
を
す
る
武
士
と
介
錯
す
る
武
士
の
画
、

忠
利
に
殉
死
を
願
い
出
る
彌
一
右
衛
門
の
画
、
息
子
五
人
に
向
か
っ
て
殉
死
を

宣
言
す
る
彌
一
右
衛
門
の
画
、
妙
解
院
の
位
牌
に
髻
を
供
え
る
権
兵
衛
の
画
、

討
手
を
迎
え
撃
つ
準
備
を
す
る
阿
部
家
の
男
た
ち
と
泣
き
崩
れ
る
女
た
ち
の
画
、

阿
部
家
に
押
し
よ
せ
る
討
手
の
画
、
合
戦
の
画
の
計
八
枚
は
、
初
出
と
全
く
同

じ
箇
所
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
文
庫
に
は
、「
阿
部
一
族
」
と
と
も
に
「
興
津
彌

五
右
衛
門
の
遺
書
」「
佐
橋
甚
五
郎
」「
最
後
の
一
句
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
鶴
三
の
昭
和
二
四
年
一
一
月
二
二
日
付
の
日
記
に
「「
阿
部
一
族
」
画

案
」（『
石
井
鶴
三
全
集　

第
九
巻
』
形
象
社
、
昭
62
・
12
）
と
記
載
が
あ
る
。

仮
番
号
［
高
２
６
―
５
８
］

［
資
料
情
報
］

　

封
筒
（
詳
細
は
後
述
）
の
内
容
物
は
四
枚
の
各
種
用
紙
。
一
枚
目
は
挨
拶
状
。

内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

謹
啓　

時
下
愈
々
御
清
祥
の
段
大
慶
の
至
り
に
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
同
封
現
金

小
切
手

を
以
て
、
御
原
稿
料
別
紙
計
算
書
通
り
御
送
附

申
上
げ
ま
す
。
何
卒
御
査
収
願
上
げ
ま
す
。

尚
、
御
手
数
恐
入
り
ま
す
が
同
封
の
受
領
書
に
御
捺
印
の
上
御
返

送
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
願
い
申
上
げ
ま
す
。

右
御
案
内
迄
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

　

昭
和
二
十
九
年
五
月
拾
五
日

株
式
会
社　

岩
波
書
店　

　
　
　
　

石
井
鶴
三
様

　

手
紙
の
「
小
切
手
」
の
部
分
は
、
二
重
線
で
消
さ
れ
て
い
る
。

　

二
枚
目
も
挨
拶
状
。
こ
ち
ら
は
、
編
集
部
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
左

の
と
お
り
。

　
　

石
井
鶴
三
様
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岩
波
書
店　
　

文
学　

編
集
部　

時
下
ま
す
ま
す
御
清
栄
の
御
事
と
存
じ
ま
す

こ
の
た
び
は
文
学　

六
月
号
の
た
め
、
御
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
御
執
筆
く
だ
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

つ
き
ま
し
て
は
御
稿
料
左
記
の
通
り
同別

封
現
金
書
留
を
以
て

御
送
金
申
上
げ
ま
し
た
か
ら
な
に
と
ぞ
御
査
収
願
上
げ
ま
す

ま
ず
は
右
御
礼
か
た
が
た
御
案
内
申
上
げ
ま
す

　

な
お
御
手
数
で
す
が
同
封
受
領
証
に
御
捺
印
の
う
え
御
返
送
賜
り
た
く
存
じ

ま
す

　
　

昭
和
29
　

年
５
月
15
　

日

追
伸　

恐
れ
な
が
ら
「
文
学
」
は
学
術
雑
誌
の
た
め
発
行
部
数
も

少
く
御
原
稿
料
も
総
合
雑
誌
な
ど
に
比
し
て
僅
少
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
何
と
ぞ
御
海
容
下
さ
い
。

　

三
枚
目
は
、
一
枚
目
の
挨
拶
状
に
書
か
れ
て
い
る「
計
算
書
」。
表
を
は
さ
ん

だ
左
側
に
縦
書
で
「（
原
稿
料
、
印
税
、
画
料
等
資
料
箋
）」
と
書
か
れ
、
右
側

に
は
「
こ
の
計
算
書
は
保
存
の
う
え
所
得
税
申
告
書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
あ
る
。
表
は
、
右
側
の
受
領
者
情
報
の
記
入
欄
（
縦
書
）
と
、
左
側
の
支
払

額
の
詳
細
記
入
欄
（
横
書
）
が
一
体
に
な
っ
た
も
の
。
右
側
の
「
氏
名
」
は
「
石

井
鶴
三
様
」、
住
所
は
「
板
橋
区
板
橋
町
三
ノ
二
六
二
」、「
ペ
ン
ネ
ー
ム
」
は
空

欄
。
左
側
の
表
、「
支
払
月
日
」
は
「
昭
和
29
　

年
５
月
15
　

日
」、「
支
払
者
」
は
「
東

京
都
千
代
田
区
神
田
一
ツ
橋
二
ノ
三
／
株
式
会
社　

岩
波
書
店
」。「
原
稿
料
、

印
税
／
画
料
、
そ
の
他
」
と
い
う
「
区
分
」
で
は
「
原
稿
料
」
に
マ
ル
囲
み
が

さ
れ
て
お
り
、「
書
籍
名
、
又
は
雑
／
誌
名
及
び
題
名
」
は
「
文
学
（
６
）」、
部

数
又
は
原
稿
枚
数
」
は
「
10
　

」、「
支
払
金
額
」
は
「
５
０
０
０
円
」、「
源
泉
徴
収

税
額
」
は
「
７
５
０
円
」、「
差
引
御
手
取
額
」
は
「
４
２
５
０
」。「
備
考
」
欄
は

空
欄
。
手
書
き
部
分
は
直
接
記
入
さ
れ
て
い
る
。

　

四
枚
目
は
、
領
収
書
で
あ
る
。
鶴
三
が
返
送
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

内
容
は
右
の
と
お
り
。
欄
外
右
上
に
「
Ｎ
ｏ
．
８
８
５
０
」
と
あ
る
。

　
　
　

証

一
金　

五
千
円
也

　
　

但　

文
学　

六　

月
原
稿
料

　
　
　

内
、
税
金
七
五
〇
円

　

右
正
ニ
領
収
致
シ
マ
シ
タ

　

昭
和　

年　

月　

日

　
株
式

会
社

岩
波
書
店
殿

　

封
筒
は
仮
番
号
［
高
２
６
―
５
７
］
と
同
じ
、
郵
政
省
発
行
、
報
国
製
袋
製

造
の
現
金
書
留
用
封
筒
。「
あ
て
名
」
は
「
板
橋
区
板
橋
町
三
の
二
六
二
／
石
井

鶴
三
様
」、「
現
金
封
か
ん
紙
」
は
二
枚
を
横
に
並
べ
て
使
用
さ
れ
、「
岩
波
」
の
印

鑑
で
割
印
が
さ
れ
て
い
る
。
消
印
の
場
所
は
東
京
神
田
南
神
保
町
、
日
付
は
昭

和
二
九
年
五
月
一
五
日
、
午
前
八
時
か
ら
一
二
時
の
間
。
引
受
番
号
は
神
田
南

神
保
町
〇
三
四
。「
差
出
人
」
は
「
東
京
都
千
代
田
区
神
田
一
ツ
橋
二
丁
目
三
番

地
／
株
式
会
社　

岩
波
書
店
／
経
理
部
」。
伝
票
が
剥
が
さ
れ
た
跡
が
あ
る
。

［
解
題
］

『
文
学
』（
昭
29
・
６
）
に
掲
載
さ
れ
た
石
井
鶴
三
「
挿
絵
画
家
と
し
て
の
思
い

出
」
文
字
原
稿
。
三
〇
字
×
二
五
行
の
二
段
組
で
掲
載
。
文
字
数
は
三
三
三
一
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字
で
、
原
稿
用
紙
に
換
算
す
る
と
八
枚
強
。

仮
番
号
［
高
２
６
―
５
９
］

［
資
料
情
報
］

　

封
筒
と
、
読
売
新
聞
社
か
ら
の
支
払
明
細
書
が
五
枚
。
た
だ
し
、
日
付
だ
け
、

明
細
書
の
摘
要
欄
や
金
額
の
記
入
に
使
わ
れ
て
い
る
筆
記
用
具
と
違
う
も
の
が

使
わ
れ
て
い
る
。
三
枚
目
の
も
の
を
見
る
と
、
日
付
は
鶴
三
に
よ
る
書
き
入
れ

と
同
じ
筆
記
用
具
で
書
か
れ
、
そ
の
日
付
の
数
字
と
他
の
明
細
書
の
数
字
が
同

じ
筆
跡
な
の
で
、
鶴
三
自
身
が
日
付
を
書
き
加
え
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
記
入

さ
れ
た
日
付
順
に
、
資
料
紹
介
を
行
う
。

　

ま
ず
一
枚
目
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

拝
啓

　

御
多
忙
中
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
原
稿
を
戴
き
ま
し
て
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

原
稿
料
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
お
送
り
し
ま
し
た
か
ら
お
受
取
り
下
さ
い
。

　
　

昭
和
30
　

年
８
月
15
　

日

読
売
新
聞
社

 （　

部
）

　
　

石
井
鶴
三
様

　

明
細
の
「
稿
料
」
は
「
５
０
，
０
０
０
円
」、「
税
額
」
が
「
７
５
０
０
」、「
差

引
額
」
が
「
４
２
５
０
０
」。
名
目
は
「
三
代
人
物
史
伝
／
カ
ツ
ト
原
稿
料
／
十

回
分
」。

　

二
枚
目
。印
字
部
分
と
宛
名
は
一
枚
目
の
も
の
と
同
じ
な
の
で
省
略
す
る
。明

細
の
「
稿
料
」
は
「
２
１
０
０
０
０
円
」、「
税
額
」
が
「
３
１
５
０
０
」、「
差
引

額
」
が
「
１
７
８
５
０
０
」。
名
目
は
「
父
子
鷹
／
さ
し
え
原
稿
料
／
61
　

―
90
　

回
」。
日
付
は
「
昭
和
30
　

年
８
月
15
　

日
」。
余
白
に
「
１
７
８
５
０
０
／
４
２
５

０
０
／
２
２
１
，
０
０
０
」
と
い
う
筆
算
（
加
算
）
が
あ
る
。

　

三
枚
目
。
印
字
部
分
と
宛
名
は
二
枚
目
と
同
様
に
省
略
す
る
。
明
細
の
稿
料

は
「
Ａ　

２
１
０
，
０
０
０
／
Ｂ　

５
０
，
０
０
０
円
」、
税
額
は
「
３
９
，
０

０
０
」、
差
引
額「
２
２
１
，
０
０
０
」。「
Ａ　

父
子
鷹　

原
稿
料
／
九
十
一
―

百
二
十
回
／
Ｂ　

三
代
人
物
史
伝
／
カ
ツ
ト
十
回
分
」。
日
付
は「
昭
和
30
　

年
９

月
22
　

日
」。
そ
の
下
に
、
鉛
筆
で
「
竹
内
氏
来
宅　

落
手
」
と
鶴
三
の
書
き
入
れ

が
あ
る
。
鶴
三
の
書
き
入
れ
は
余
白
に
も
あ
る
。
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

あ
と
に
て
心
つ
き

三
代
人
物
史
伝
カ
ツ
ト
の
分

少
し
多
過
き
る
や
う
な
の
で
其
旨

申
出
て
た
と
こ
ろ

十
月
二
十
四
日
菊
沢
逸
考
氏
よ
り
そ
の
ま
ゝ
と
つ
て
置
け
と
の

手
紙
あ
り
そ
れ
に
従
ひ

領
主
書

か
く

　

四
枚
目
。
印
字
部
分
と
宛
名
は
前
と
同
様
に
省
略
す
る
。
明
細
の
「
稿
料
」

は
「
２
１
０
０
０
０
円
」、「
税
額
」
が
「
３
１
５
０
０
」、「
差
引
額
」
が
「
１
７

８
５
０
０
」。
名
目
は
「
父
子
鷹
さ
し
え
／
原
稿
料
／

121
　

―
150
　

回
」。
日
付
は
昭

和
30
　

年
10
　

月
24
　

日
。「
受
取　

む
ら
た
に
て
／
竹
内
氏
持
参
」と
い
う
鶴
三
の
書

き
込
み
が
あ
る
。

　

五
枚
目
。
印
字
部
分
と
宛
名
は
前
と
同
様
に
省
略
す
る
。
明
細
の
「
稿
料
」

は
「
２
１
０
０
０
０
円
」、「
税
額
」
が
「
３
１
５
０
０
」、「
差
引
額
」
が
「
１
７
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８
５
０
０
」。
名
目
は「
父
子
鷹
さ
し
え
／
原
稿
料
／

151
　

―
180
　

回
」。
日
付
は「
昭

和
30
　

年
12
　

月
９
日
」
で
、
そ
の
下
に
「
受
取
」
と
鶴
三
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

　

封
筒
は
、
仮
番
号
［
高
２
６
―
５
７
］［
高
２
６
―
５
８
］
と
同
じ
体
裁
の
郵

政
省
発
行
の
現
金
書
留
封
筒
。
た
だ
し
製
造
は「
阿
部
商
店
紙
製
品
工
場
製
造
」。

「
あ
て
名
」
は
「
板
橋
区
板
橋
町
三
ノ
二
六
二
／
石
井
鶴
三
様
」。
左
下
に
「
３
，

４
０
０
」
と
金
額
が
書
い
て
あ
る
。
引
受
番
号
は
東
京
都
庁
内
九
〇
六
。
消
印

の
場
所
は
東
京
都
庁
内
、
日
付
は
昭
和
二
八
年
四
月
一
一
日
、
時
間
は
午
前
八

時
か
ら
一
二
時
の
間
。「
差
出
人
」
は
「
読
売
新
聞
社
婦
人
部
／
東
京
都
中
央
区

銀
座
西
三
ノ
一
／
電
話
京
橋
（
56
　

）
六
二
八
一
―
九
」。
上
部
に
伝
票
を
剥
が
し

た
跡
が
あ
る
。

［
解
題
］

　

ま
ず
、「
父
子
鷹
」
か
ら
述
べ
る
。「
父
子
鷹
」
は
、
昭
和
三
〇
年
五
月
一
九
日

か
ら
翌
三
一
年
八
月
一
三
日
ま
で
、『
読
売
新
聞
』
夕
刊
に
全
四
五
〇
回
で
連
載

さ
れ
て
い
た
子
母
沢
寛
の
小
説
で
あ
る
。
鶴
三
は
挿
画
四
五
〇
枚
と
章
ご
と
の

タ
イ
ト
ル
カ
ッ
ト
九
〇
枚
を
担
当
し
た
。

　

こ
の
頃
の
鶴
三
は
、「「
蒙
古
来
る
」に
短
期
間
執
筆
さ
れ
た
以
外
、
近
来
、
全

然
さ
し
絵
の
筆
を
断
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
、
全
面
的
に
快
諾
さ

れ
麗
筆
を
振
」（『
読
売
新
聞
』
昭
30
・
５
・
13
夕
）
る
っ
た
。
六
一
回
か
ら
九

〇
回
は
「
檻
（
一
）」（
昭
30
・
７
・
18
夕
）
か
ら
「
裏
た
な
神
主
（
五
）」（
同
・

８
・
16
夕
）
ま
で
、
九
一
回
か
ら
一
二
〇
回
は
「
納
戸
の
中
（
一
）」（
昭
30
・

８
・
17
夕
）
か
ら
「
登
竜
（
五
）」（
同
・
９
・
15
夕
）
ま
で
、
一
二
一
回
か
ら

一
五
〇
回
は
「
か
げ
富
（
一
）」（
昭
30
・
９
・
16
夕
）
か
ら
「
性
根
（
五
）」

（
同
・
10
・
16
夕
）
ま
で
、
一
五
一
回
か
ら
一
八
〇
回
は
「
春
濃
く
（
一
）」（
昭

30
・
10
・
17
夕
）
か
ら
「
隠
居
」（
同
・
11
・
15
夕
）
ま
で
で
あ
る
。
鶴
三
は
連

載
三
〇
回
分
の
間
に
、
タ
イ
ト
ル
カ
ッ
ト
を
六
枚
描
い
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
カ

ッ
ト
の
画
料
は
、
こ
れ
ら
の
明
細
書
を
見
る
限
り
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
記
載

さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
、
タ
イ
ト
ル
カ
ッ
ト
込
み
の
画
料
で
あ
っ
た
か
ど
う
か

は
、
不
明
で
あ
る
。

　
「
三
代
人
物
史
伝
」は
、
昭
和
二
九
年
三
月
七
日
か
ら
翌
三
一
年
六
月
一
八
日

ま
で
、『
読
売
新
聞
』
朝
刊
に
連
載
さ
れ
た
史
伝
で
あ
る
（
全
一
〇
一
回
）。
鶴
三

は
全
一
〇
一
回
の
う
ち
、
四
五
回
（
昭
30
・
１
・
30
）
か
ら
六
七
回
（
同
・
８
・

７
）ま
で
の
二
三
回
分
の
タ
イ
ト
ル
カ
ッ
ト
を
描
い
た
。
た
だ
し
、
六
三
回（
昭

30
・
７
・
４
）
と
六
七
回
の
カ
ッ
ト
は
同
じ
も
の
で
あ
る
。
鶴
三
の
前
任
は
印

南
渓
龍
、
後
任
は
堅
山
南
風
。
タ
イ
ト
ル
カ
ッ
ト
の
画
料
を
一
〇
回
分
ず
つ
受

け
取
っ
て
い
た
と
す
る
と
、
昭
和
三
〇
年
九
月
二
二
日
付
の
明
細
書
の
画
料
は

三
回
分
の
一
万
五
〇
〇
〇
円
（
税
込
）
で
あ
る
べ
き
は
ず
な
の
で
、
鶴
三
の
書

き
込
み
ど
お
り
、
新
聞
社
側
の
過
払
い
で
あ
っ
た
。

　

封
筒
に
関
す
る
原
稿
料
は
、『
石
井
鶴
三
日
記　

５
』（
長
原
ル
リ
ヤ
、
石
井
蹊

子
編
、
形
象
社
、
平
17
・
３
）
所
収
の
年
譜
を
参
照
す
る
と
、
昭
和
二
九
年
四

月
一
日
に
「
４
月
の
メ
モ
」
と
い
う
カ
ッ
ト
（
コ
マ
絵
）
を
読
売
新
聞
に
寄
せ

て
い
る
の
で
、
そ
の
画
料
の
支
払
い
に
使
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、「
父
子
鷹
」
の
明
細
書
に
書
き
込
ま
れ
た
「
竹
内
氏
」
と
は
読
売

新
聞
文
化
部
の
竹
内
良
夫
の
こ
と
。
昭
和
三
一
年
七
月
九
日
付
鶴
三
日
記
に
は
、

「
読
売
へ
よ
り
文
化
部
長
、
竹
内
氏
に
会
う
」（『
石
井
鶴
三
全
集　

第
一
〇
巻
』

形
象
社
、
昭
63
・
２
）
と
あ
る
。

　

ま
た
、
画
料
を
受
け
取
っ
た
「
む
ら
た
」
は
宿
の
名
前
。
昭
和
三
〇
年
五
月

一
〇
日
付
鶴
三
日
記
に
「
和
田
さ
ん
（
文
化
部
記
者
の
和
田
伊
都
夫
―
引
用
者
）

来
、
桜
木
町
宿
「
む
ら
た
」
へ
案
内
さ
る
」（
同
前
）
と
書
か
れ
て
以
降
、「
父
子

鷹
」
の
挿
画
作
成
期
間
中
、
頻
繁
に
日
記
に
登
場
。
仕
事
場
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
た
よ
う
だ
。
日
記
を
参
照
す
る
と
、
一
日
の
う
ち
に
芸
大
な
ど
都
内
の
場

所
か
ら
簡
単
に
往
復
で
き
る
距
離
で
あ
る
た
め
、
台
東
区
上
野
桜
木
町
か
文
京

区
の
旧
桜
木
町
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
確
定
さ
せ
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る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

仮
番
号
［
高
２
６
―
６
０
］

［
資
料
情
報
］

　

封
筒
に
、
支
払
明
細
書
が
三
枚
。
報
知
新
聞
社
か
ら
の
も
の
が
二
枚
と
、
朝

日
新
聞
社
か
ら
の
も
の
が
一
枚
。
ま
ず
報
知
新
聞
社
の
も
の
か
ら
記
す
。

　

報
知
新
聞
社
か
ら
の
一
枚
目
、
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

拝
啓御

多
忙
中
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
原
稿
を
戴
き
ま
し
て
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

原
稿
料
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
お
送
り
し
ま
す
か
ら
お
受
取
り
下
さ
い
。

　

昭
和　

年　

月　

日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
知
新
聞
社

（　

部
）

　
　

石
井
鶴
三
様

　

文
面
が
わ
ず
か
に
異
な
る
以
外
は
、
読
売
新
聞
社
の
支
払
明
細
書
と
全
く
レ

イ
ア
ウ
ト
で
あ
る
。
日
付
は
空
欄
に
な
っ
て
い
る
。「
部
」の
空
欄
部
分
に
印
鑑

が
押
し
て
あ
る
が
、
欠
け
て
い
る
た
め
判
読
不
明
。
稿
料
は
「
５
０
，
０
０
０

円
」。
税
額
と
差
引
額
は
斜
線
で
略
し
て
あ
る
。
名
目
は
「
初
場
所
」。
明
細
の

表
の
左
端
中
央
に
、「
部
」
の
空
欄
部
分
と
同
じ
印
鑑
で
割
印
が
あ
る
。

報
知
新
聞
社
か
ら
の
二
枚
目
は
、「
昭
和
33
　

年
１
月
27
　　

日
」
と
日
付
が
入
っ
て
い

る
。
一
枚
目
と
同
じ
く
「
部
」
の
空
欄
部
分
と
表
の
左
端
中
央
（
割
印
）
に
、
一

枚
目
の
も
の
と
同
じ
印
鑑
が
押
し
て
あ
る
が
、
欠
け
て
お
り
判
読
不
明
。
明
細

の
「
稿
料
」
は
「
５
８
８
２
３
円
」、「
税
額
」
が
「
８
８
２
３
」、
差
引
額
が
「
５

０
，
０
０
０
」。
名
目
は
「
初
場
所
」。

　

三
枚
目
は
朝
日
新
聞
東
京
本
社
の
会
計
部
原
稿
料
係
か
ら
の
「
原
稿
料
支
払

御
通
知
」。
仮
番
号
［
高
２
６
―
５
１
］
の
明
細
書
と
全
く
同
じ
も
の
な
の
で
、

こ
こ
で
は
各
項
目
の
み
述
べ
る
。「
払
出
日
付
印
」
は
「
東
Ｈ
会
／
33
　

．
５
．
８

／
富
沢
」
と
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
る
。「
誌
名
又
は
扱
部
名
」
は
「
週
刊
朝

日
」。
著
者
は「
２　

石
井
鶴
三
殿
」、「
原
簿
照
合
番
号
」は「
５
５
５
８
」。「
住

所
」
は
「
板
、
板
橋
３
―
２
６
２
」。「
掲
載
号
数
及
題
目
」
は
「
新
聞
社
の
製

版
」
で
（
欄
内
に
「　

／　

号
」
と
あ
り
）、「
原
稿
料
」
は
「
９
，
０
０
０
」、「
源

泉
税
」
は
「
１
，
３
５
０
」、「
支
払
額
」
は
「
７
，
６
５
０
」、
備
考
欄
は
空
欄
。

筆
者
欄
か
ら
備
考
欄
ま
で
、
カ
ー
ボ
ン
複
写
の
用
紙
が
上
か
ら
貼
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
仮
番
号
［
高
２
６
―
５
１
］
と
同
じ
。

　

封
筒
は
、
消
印
の
判
読
部
分
が
「
料
金
別
納
郵
便
」
の
み
な
の
で
、
ど
ち
ら

の
も
の
で
あ
る
か
（
あ
る
い
は
ど
ち
ら
の
も
の
で
も
な
い
か
）
確
定
で
き
な
い
。

ま
ず
表
面
か
ら
。
宛
先
は「
板
橋
区
板
橋
三
ノ
二
六
二
／
石
井
鶴
三
殿
」。
引
受

番
号
は
、
東
京
中
央
日
活
ビ
ル
内
分
室
二
〇
九
。
住
友
銀
行
の
社
用
封
筒
で
、

左
に
「
書
留
」
の
印
字
あ
り
。
下
部
に
住
友
銀
行
の
連
絡
先
が
「
東
京
中
央
郵

便
局
私
書
箱
第
５
２
３
号
／
株
式

会
社

住
友
銀
行
有
楽
町
支
店
／
（
東
京
中
央
局
区
内
）

／
東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
１
丁
目
８
番
地
／
電
話
東
京
�
３
２
８
１
（
代
）

～
３
２
８
４
番
８
５
０
０
番
／
振
替
貯
金
口
座
東
京
１
４
４
８
８
８
番
／
（
文

15
／
Ｂ
）」
と
あ
る
。
裏
面
は
「
緘
」
の
印
が
押
し
て
あ
る
。
ま
た
、
鶴
三
の
も

の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
メ
モ
書
き
が
あ
る
。
筆
算
（
減
算
）
で
「
稿
料
９
０
０

０
／
税
１
３
５
０
／
７
６
５
０
」、
そ
の
左
に
「
週
刊
朝
日
（
新
聞
社
の
制
版
原

稿
料
）
／
朝
日
新
聞
／
三
十
三
年
五
月
八
日
附
／
慫
慂
」
と
あ
る
。
伝
票
を
剥

が
し
た
跡
が
あ
る
。

［
解
題
］

　

一
枚
目
の
も
の
は
日
付
が
空
欄
な
の
で
い
つ
の
も
の
か
不
明
。
た
だ
し
、
鶴
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三
は
同
紙
に
昭
和
三
二
年
か
ら
同
四
〇
年（
除
三
八
年
）、
四
四
年
に
大
相
撲
の

初
場
所
の
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
て
い
る
。
昭
和
三
三
年
の
も
の
は
、
一
月
一
四
日

（
二
日
目
）
か
ら
二
七
日
（
千
秋
楽
）
ま
で
の
二
一
枚
に
、
翌
二
八
日
の
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
版
（
二
一
枚
か
ら
一
〇
枚
を
再
録
）
に
載
せ
た
一
枚
を
加
え
た
、
計
二

二
枚
を
描
い
て
い
る
。
他
の
年
で
も
、
同
様
に
二
〇
枚
超
の
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い

て
い
る
た
め
、
ど
の
年
の
も
の
か
確
定
で
き
な
い
。

　

昭
和
三
三
年
の
ス
ケ
ッ
チ
の
み
予
告
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
土
俵
上
の
熱
闘

や
控
え
力
士
の
登
場
な
ど
、
流
麗
に
し
て
し
か
も
力
感
に
あ
ふ
れ
、
氏
の
相
撲

に
寄
せ
る
な
み
な
み
な
ら
ぬ
愛
情
が
に
じ
み
で
た
ス
ケ
ッ
チ
に
ご
期
待
下
さ

い
。」（
無
署
名
「
初
場
所
ス
ケ
ッ
チ　

石
井
鶴
三
氏
が
再
び
登
場
」『
報
知
新

聞
』
昭
33
・
１
・
11
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
鶴
三
は
読
者
の
期
待
に
十
二
分
に

応
え
た
ら
し
く
、
い
ず
れ
も
大
き
な
写
真
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
は
、

「
み
な
さ
ん
の
ご
希
望
に
よ
り
、
す
で
に
本
紙
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
、
未
発

表
の
作
品
の
中
か
ら
珠
玉
の
作
品
十
数
枚
を
選
び
、
二
十
八
日
付
紙
上
に
再
録

掲
載
」（
無
署
名
「
初
場
所
ス
ケ
ッ
チ
あ
す
再
録　

尾
崎
士
郎
氏
の
随
想
と
と
も

に
」『
報
知
新
聞
』
昭
33
・
１
・
27
）
さ
れ
た
。
そ
の
ス
ケ
ッ
チ
の
再
録
で
は
、

「
尾
崎
士
郎
氏
（
略
）
の
随
想
が
花
を
そ
え
」（
同
）
る
と
い
う
、
挿
絵
画
家
と

作
家
の
い
つ
も
の
関
係
が
逆
転
す
る
興
味
深
い
欄
に
な
っ
て
い
る
。

　

初
場
所
の
「
激
し
い
勝
負
の
お
も
い
で
に
陶
然
と
し
て
い
る
。」
尾
崎
士
郎
は
、

鶴
三
の
ス
ケ
ッ
チ
の
「
活
機
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
努
力
」
を
「
一
つ
一
つ
の

勝
負
を
観
て
い
る
の
で
は
な
く
、
土
俵
全
体
に
う
ち
こ
ん
で
い
る
」
と
表
現
し
、

「
九
日
目
の
千
代
の
山
と
琴
ヶ
浜
の
勝
負
な
ぞ
は
、
琴
ヶ
浜
の
体
勢
を
確
実
に

と
ら
え
得
た
瞬
間
の
描
写
は
、
写
真
技
術
の
到
達
し
得
ざ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で

あ
ろ
う
。」と
絶
賛
し
て
い
る
。（「
15
日
間
に
生
気
満
ち
る　

優
れ
た
石
井
さ
ん

の
瞬
間
描
写
」『
報
知
新
聞
』
昭
33
・
１
・
28
）

　

そ
の
ス
ケ
ッ
チ
に
描
か
れ
た
取
組
は
以
下
の
と
お
り
。
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
に

再
掲
載
さ
れ
た
も
の
に
は
破
線
を
付
し
た
。
六
日
目
と
八
日
目
が
十
両
取
組
で
、

他
は
中
入
後
の
取
組
。
二
日
目
が
清
水
川
と
鏡
里
、
星
甲
と
信
夫
山
の
二
枚
。 

三
日
目
が
若
乃
花
と
時
津
山
、
四
日
目
が
玉
乃
海
と
安
念
山
、
海
山
と
鳴
門
海
。

五
日
目
が
朝
汐
と
玉
乃
海
で
一
枚
の
み
。
六
日
目
が
金
ノ
花
と
前
ヶ
潮
、
佐
賀

光
と
平
鹿
川
の
二
枚
。
七
日
目
が
玉
乃
海
と
時
津
山
、
若
前
田
と
琴
ヶ
浜
の
二

枚
。
八
日
目
が
桜
国
と
秀
湊
、
伊
集
院
と
若
乃
里
の
二
枚
。
九
日
目
が
岩
瀬
山

と
島
錦
、
千
代
の
山
と
琴
ヶ
浜
の
二
枚
。
十
日
目
が
千
代
の
山
と
若
乃
花
、
琴

ヶ
浜
と
時
錦
の
二
枚
。
十
一
日
目
が
大
内
山
と
信
夫
山
、
琴
ヶ
浜
と
鏡
里
の
二

枚
。
十
二
日
目
が
岩
風
と
安
念
山
、
双
龍
と
国
登
の
二
枚
、
十
三
日
目
が
荒
岩

と
千
代
の
山
、
三
根
山（
単
独
）の
二
枚
、
十
四
日
目
が
鏡
里
と
千
代
の
山
、
若

乃
花
と
栃
錦
の
二
枚
、
千
秋
楽
が
鏡
里
と
栃
錦
、
若
前
田
と
若
乃
花
の
二
枚
。

二
八
日
の
み
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
三
日
目
の
鶴
ヶ
嶺
（
鶴
三
の
画
で
は

「
鶴
嶺
」）
と
朝
汐
の
取
組
で
あ
る
。

　

三
枚
目
の
も
の
は
、『
週
刊
朝
日
』（
六
三
巻
二
一
号
、
通
号
二
〇
一
七
）
だ
が
、

発
行
年
月
日
の
記
載
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
参
考
と
し
て
、
こ
の
号
の
前
後

の
号
を
掲
げ
る
と
、
こ
の
号
の
前
の
号
が
五
月
一
八
日
号
で
、
後
の
号
は
五
月

二
五
日
号
で
あ
っ
た
。
ま
た
、 『
朝
日
新
聞
』（
昭
33
・
5
・
14
）
に
、 「
本
日
発

売
」
と
記
さ
れ
た
同
誌
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
奉
仕
版
」
の
、 「
朝
日

新
聞
か
ら
み
た
明
治 

・ 

大
正 

・ 

昭
和
」
と
い
う
特
集
号
で
あ
る
。
石
井
鶴
三
は

「
新
聞
社
の
製
版
」
と
い
う
文
字
原
稿
を
寄
稿
し
て
お
り
、 「
画
家
」
と
肩
書
き

が
付
さ
れ
て
い
る
。
一
八
字
×
三
〇
行
の
四
段
組
で
掲
載
、
文
字
数
は
二
二
九

五
字
で
、
原
稿
用
紙
に
換
算
し
て
六
枚
弱
。
同
号
に
は
吉
川
英
治
も
寄
稿
し
て

い
て
、「
宮
本
武
蔵
」
第
一
回
の
鶴
三
の
挿
絵
が
再
録
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ

の
再
録
に
稿
料
が
発
生
し
て
い
る
か
は
不
明
。

仮
番
号
［
高
２
６
―
６
１
］
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［
資
料
情
報
］

　

支
払
明
細
書
。
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

　
　
　
　
　

題　

唐
人
相
撲
の
ス
ケ
ツ
チ　
（　

月　

日
掲
載
）　

３
枚

拝
啓　

過
日
は
御
多
忙
中
を
枉
げ
て
玉
稿
御
執
筆
戴
き
ま
こ
と
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
就
き
ま
し
て

は
甚
だ
軽
少
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

　

玉
稿
料
金
五
，
〇
〇
〇
．
―
円
也
（［
内
税
金
差
引　

ミ
セ
ケ
チ
］［
五
八
八

二　

税
八
八
二
、］　

円
）
同
封
致
し
ま
し
た
の
で
御
受
納
願
い

ま
す
。

な
お
、
御
手
数
で
す
が
お
受
取
の
節
は
同
封
領
収
書
に
御
署
名
捺
印
の
上
御
返

送
願
え
れ
ば
幸
甚
に
存
じ

ま
す
。

　
　

昭
和
30
　

年
３
月
23
　

日

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
千
代
田
区［
有
楽
町
二
丁
目
四
番
地　

ミ
セ
ケ
チ
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

産
業
経
済
新
聞
社
編
集
局　

電
話　

銀
座
（
56
）　

自　

五
．
一
一
一　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

至　

五
．
一
二
九　

　
　

石
井
鶴
三
様

産
業
経
済
新
聞
社　

文
化
部　

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
ノ
三　

電
話
丸
ノ
内
（
23
　

）
一
一
六
一
・
四
四
六
一　

　

左
端
の
余
白
に
、
筆
算（
加
算
）「
５
８
８
２
／
２
９
４
１
／
８
８
２
３
」（
前

二
つ
の
数
字
と
後
ろ
の
数
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
角
で
囲
ん
で
い
る
）が
あ
る
。鶴

三
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
筆
記
用
具
が
同
じ
な
の
で
、「
五
八
八
二　

税
八
八
二
」
の
挿
入
と
「
産
業
経
済
新
聞
社
編
集
局
」
の
住
所
の
ミ
セ
ケ
チ
も

同
様
に
、
鶴
三
が
書
い
た
と
思
わ
れ
る
。

［
解
題
］

『
産
業
経
済
新
聞
』（
昭
30
・
３
・
12
）。
木
村
荘
八
「「
唐
人
相
撲
」
を
観
て
」

の
カ
ッ
ト
。
背
景
と
、
左
か
ら
相
撲
取
（
万
之
丞
）、
通
辞
（
藤
九
郎
）、
帝
王

（
万
蔵
）
と
脇
に
書
か
れ
た
役
者
が
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
て
い
る
。「
唐
人
相
撲
」
は

昭
和
三
〇
年
三
月
一
一
日
・
一
二
日
の
一
三
時
と
一
七
時
に
産
経
ホ
ー
ル
で
披

露
さ
れ
た
。
同
年
三
月
一
〇
日
に
開
館
し
た
産
経
会
館
の
、
記
念
名
流
芸
能
祭

「
狂
言
と
舞
踊
の
会
」と
い
う
催
し
で
あ
っ
た
。
支
払
明
細
書
に
数
量
が
三
枚
と

あ
る
の
で
、
役
者
一
人
に
つ
き
ス
ケ
ッ
チ
を
一
枚
描
い
た
と
思
わ
れ
る
。

仮
番
号
［
高
２
６
―
６
２
］

［
資
料
情
報
］

　

東
京
新
聞
社
の
支
払
明
細
書
。
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

（
１
）

過
日
は
玉
稿
（“
水
彩
と
素
描
展
”）
を
い
た
ゞ
き
誠
に
有
難
う
存
じ

ま
す
。
お
礼
と
し
て
左
記
の
通
り
お
送
り
致
し
ま
す
か
ら
御
受

納
下
さ
い
。

　
　
　

金　

六
、
八
〇
〇　

円

　
　
　
　
　

税　
　

一
、
〇
二
〇
円

　
　
　
　
　

差
引　

五
、
七
八
〇
円

な
お
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
御
援
助
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
　
　
　
　

九
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
新
聞
社
編
集
局
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石
井
鶴
三
様

［
解
題
］

　

石
井
鶴
三
「
明
治
洋
画
家
の
士
魂
―
「
水
彩
と
素
描
」
展
を
観
て
―
」（『
東

京
新
聞
』
昭
29
・
８
・
21
）
の
原
稿
料
。
一
五
字
×
二
八
行
×
六
段
で
、
一
五

三
〇
字
。
原
稿
用
紙
換
算
で
四
枚
弱
。「
水
彩
と
素
描
」展
は
、
国
立
近
代
美
術

館
で
昭
和
二
九
年
八
月
一
日
か
ら
二
九
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

仮
番
号
［
高
２
６
―
６
３
］

［
資
料
情
報
］

　

新
橋
演
舞
場
か
ら
の
「
支
払
書
」
と
書
簡
（
全
文
ペ
ン
に
よ
る
手
書
き
）。
ま

ず
書
簡
の
翻
字
か
ら
掲
げ
る
。
な
お
、
便
箋
は
松
竹
株
式
会
社
の
社
用
箋
。

前
略

此
度
は
御
多
忙
中
の
と
こ
ろ
御
面
倒
な
お
願
い
を
申
上

げ
ま
し
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
変
結
構
な
原
稿
と
貴
重
な
ス
ケ
ツ
チ
拝
借
さ
せ
て

い
た
ゞ
き
ま
し
て
筋
書
を
飾
ら
せ
て
い
た
ゞ
き
ま
し
た

事
を
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
、

つ
き
ま
し
て
は
誠
に
些
少
で
か
え
つ
て
失
礼
と
は
存
じ
ま

す
が
御
礼
同
封
致
し
ま
し
た
、
御
受
納
願
え
ま
す

れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
、

参
上
致
す
べ
き
と
こ
ろ
書
面
で
誠
に
失
礼
と
は
存
じ

ま
す
が
不
敢
取
御
礼
申
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
、

な
ほ
、
誠
に
勝
手
な
お
願
い
で
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
［
改
ペ
ー
ジ
］

同
封
領
収
証
御
返
送
下
さ
い
ま
す
れ
ば
有
難
く
存

じ
ま
す
、

演
舞
場
御
観
劇
の
際
は
い
つ
な
り
と
も
御
用
命

下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申
上
げ
ま
す
、

右
御
挨
拶
ま
で　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

　
　

　
　
　
　

三
月
三
十
一
日

新
橋
演
舞
場　

宣
伝
部　

堀
内　

拝

　
　

石
井
鶴
三
先
生

　
「
支
払
書
」
は
、
表
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
「
新
橋
演
舞
場
座　

33
　

年
３
月
興

行
」
と
、
劇
場
と
興
行
の
時
期
が
書
か
れ
、
次
に
「
支
払
金
額
内
訳
」
と
し
て

「
４
７
０
５
―
」、「
控
除
内
訳
」
は
「
税
金
」「
７
０
５
―
」、「
差
引
支
払
金
額
」

が
「
４
０
０
０
―
」、「
備
考
」
が
「
筋
書
原
稿
御
礼
」。
表
の
下
部
に
は
「
上
記

金
額
受
取
下
さ
い
／
昭
和　

年　

月　

日
／
石
井
鶴
三
殿
」、「
松
竹
株
式
会
社

／
［
演
劇
制
作
室　

ミ
セ
ケ
チ
］
／
新
橋
演
舞
場
」
と
あ
る
。
表
の
右
側
に
は
、

縦
書
で
「
税
金
等
の
参
考
に
本
書
を
保
存
下
さ
い
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

封
筒
は
郵
政
省
発
行
「
阿
部
商
店
紙
製
品
工
場
製
造
」
の
現
金
封
筒
。
た
だ

し
仮
番
号
［
高
２
６
―
５
７
～
５
９
］
と
は
体
裁
が
異
な
っ
て
い
る
。
封
筒
に

は
青
い
縁
取
り
が
入
っ
て
お
り
、
印
字
も
青
が
使
わ
れ
て
い
る
。
消
印
の
場
所

は
京
橋
、
日
付
は
昭
和
三
三
年
三
月
三
日
。
時
間
は
不
明
。「
あ
て
名
」
は
「
板

橋
区
板
橋
町
三
の
二
六
二
／
石
井
鶴
三
様
」。
引
受
番
号
は
、
京
橋
六
六
〇
。
封

緘
紙
は
、
封
筒
の
ベ
ロ
部
分
の
両
端
の
指
定
さ
れ
た
場
所
に
一
枚
ず
つ
貼
ら
れ
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て
い
て
、
上
下
に
「
堀
内
」
の
印
鑑
で
割
印
が
入
っ
て
い
る
。
封
筒
の
差
出
人

側
は
、
右
に
「
使
用
上
の
御
注
意
」
と
し
て
以
下
の
文
章
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

「
▼　

こ
の
封
筒
は
現
金
を
書
留
で
送
る
場
合
に
使
用
し
必
ず
郵
便
局
の
窓
口

に
／
お
出
し
下
さ
い
。
／
▼　

封
か
ん
は
封
か
ん
部
分
を
は
な
れ
な
い
よ
う
に

よ
く
は
り
合
せ
、
封
じ
目
／
に
は
封
か
ん
紙
二
枚
は
つ
て
こ
れ
に
御
な
つ
印
下

さ
い
。
な
お
封
か
ん
／
部
分
や
封
か
ん
紙
を
は
り
つ
け
る
と
き
は
な
る
べ
く
糊

の
つ
い
て
い
る
部
／
分
に
更
に
別
の
糊
を
つ
け
て
下
さ
い
。」。
左
に
差
出
人
記

入
欄
が
あ
る
。「
住
所
」「
氏
名
」
の
二
欄
に
ま
た
が
る
よ
う
に
、「
京
都
中
央
区

銀
座
東
六
丁
目
九
番
地
／
新
橋
演
舞
場
／
堀
内
森
夫
／
電
話
銀
座
東
（
54
　

）
二

二
一
一
・
二
二
一
二
番
」
と
住
所
印
が
つ
か
れ
て
い
る
。
下
部
に
は
「
郵
政
省

発
行　

売
価
３
円
／
阿
部
商
店
紙
製
品
工
場
製
造
」
と
い
う
印
字
が
あ
る
。
封

筒
上
部
に
は
鶴
三
の
も
の
ら
し
き
メ
モ
書
き
が
あ
る
。
数
字
は
筆
算
（
加
算
）。

「
三
月　

筋
書
稿
料
／
４
７
０
５
円
／
税
７
０
５
／
４
０
０
０
円
」、
こ
れ
を
四

角
で
囲
い
、
右
に
「
四
月
一
日
落
手
」
と
あ
る
。
伝
票
が
剥
が
さ
れ
た
跡
が
あ

る
。

［
解
題
］

　

新
橋
演
舞
場
「
開
場
十
年
記
念　

三
月
興
行
大
歌
舞
伎
」
の
『
通
し

狂
言

仮
名
手
本

忠
臣
蔵
』（
松
竹
株
式
会
社
事
業
部
、
昭
33
・
３
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
石
井
鶴
三

「「
忠
臣
蔵
」
寸
感
」
と
、「
忠
臣
蔵
」
ス
ケ
ッ
チ
。
三
〇
字
×
二
一
行
の
一
段
組
。

五
八
二
字
で
、
原
稿
用
紙
に
換
算
す
る
と
一
枚
半
強
。
ス
ケ
ッ
チ
の
制
作
年
代

は
不
明
。

仮
番
号
［
高
２
６
―
６
４
］

［
資
料
情
報
］

　

封
筒
に
、
複
数
の
出
版
社
か
ら
の
書
類
が
混
入
し
て
い
る
。

　

一
枚
目
は
、
中
央
公
論
社
発
行
の「
御
原
稿
料
計
算
書
」。
日
付
は
印
字
部
分

の
上
に「
２
８
．
１
０
．
２
０
」と
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
る
。
宛
名
は「
石

井
鶴
三
様
」。
名
目
は
「
中
央
公
論
拾
壱
月
号
原
稿
料
」。
た
だ
し
、「
拾
壱
」
だ

け
縦
書
な
の
で
、
異
な
る
ス
タ
ン
プ
の
組
み
合
わ
せ
で
使
用
し
て
い
る
よ
う
だ
。

「
単
価
」
は
「
１
．
５
０
０
」、「
枚
数
」
は
「
２
」、「
総
額
」「
３
，
０
０
０
」、「
税

金
15
％
」
が
「
４
５
０
」
で
「
差
引
御
支
払
高
」
が
「
２
，
５
５
０
」。
金
額
記

入
欄
は
銭
の
単
位
ま
で
あ
り
、
各
項
目
と
も「
０
０
」と
記
入
さ
れ
て
い
る
。
表

の
下
に
「
東
京
都
千
代
田
区
丸
ビ
ル
５
階　

中
央
公
論
社
」
と
あ
る
。
欄
外
上

に
は
、
鶴
三
の
も
の
と
思
わ
れ
る
「
11
　

、
22
　

受
取
」
と
い
う
メ
モ
が
あ
る
。

　

二
枚
目
は
時
事
通
信
社
か
ら
の
書
簡
。
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

　
　
　

昭
和
三
十
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
千
代
田
区
日
比
谷
公
園
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社　

時
事
通
信
社

冠
省　

か
ね
て
御
寄
稿
を
賜
り
ま
し
た
貴
殿
の
昭
和
二
十
九
年
自
十
月
至
十
二

月
中
の
原

稿
料
、［
印
税
、
画
料
、
翻
訳
料　

ミ
セ
ケ
チ
］
は
同
封
支
払
書
通
り
東
京
国
税

局
へ
申
告
い
た

し
ま
し
た
か
ら
御
了
承
願
い
ま
す
。

金
額
そ
の
他
に
つ
き
御
不
審
の
点
が
あ
り
ま
し
た
な
ら
ば
御
遠
慮
な
く
御
照
会

い
た
だ
き
と
う
存
じ
ま
す
。

（
担
当　

経
理
部
柴
田
）

　
　
「
自
十
月
至
十
二
月
」
は
組
文
字
に
な
っ
て
い
る
。

　

三
枚
目
は
読
売
新
聞
宛
の「
受
領
証
」。
何
も
記
入
さ
れ
て
い
な
い
。
内
容
は

以
下
の
通
り
。
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受
領
証

一
金　
　
　
　
　
　

円
也

右
受
取
り
ま
し
た
。

貴
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㊞

　
　
　

昭
和　

年　

月　

日

読
売
新
聞
社
婦
人
部
御
中

　

三
枚
の
書
類
が
入
っ
て
い
た
の
は
、
仮
番
号
［
高
２
６
―
６
３
］
と
同
じ
体

裁
の
現
金
封
筒
で
あ
る
。
報
国
製
袋
製
造
。
消
印
の
場
所
は
東
京
都
庁
内
、
日

付
は
、
昭
和
二
九
年
七
月
一
三
日
。
時
間
は
〇
時
か
ら
六
時
の
間
。
あ
て
名
は

「
板
橋
区
板
橋
町
三
ノ
二
六
二
／
石
井
鶴
三
様
」。
引
受
番
号
は
東
京
都
庁
内
〇

一
一
。
封
緘
紙
か
ら
は
み
出
す
よ
う
に「
婦
」の
字
の
割
印
が
入
っ
て
い
る
。
封

筒
下
部
に
「
３
．
４
０
０
―
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
差
出
人
は
「
読
売
新
聞
社

婦
人
部
／
東
京
中
央
区
銀
座
西
三
ノ
二
／
電
話
京
橋
（
56
　

）
六
二
八
一
―
九
」。

伝
票
を
剥
が
し
た
跡
が
あ
る
。

［
解
題
］

　

中
央
公
論
社
に
寄
稿
し
た
の
は
、
吉
井
勇
「
貴
船
石
」
の
口
絵
（『
中
央
公

論
』
昭
28
・
11
）
で
、
花
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
支
払
明
細
書
で
は
枚
数
が

２
と
あ
っ
た
が
、
こ
の
号
で
ほ
か
に
鶴
三
の
カ
ッ
ト
等
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

封
筒
に
関
す
る
原
稿
料
は
、
消
印
を
手
が
か
り
に
『
石
井
鶴
三
全
集　

第
一

〇
巻
』
を
参
照
し
た
と
こ
ろ
、「
七
月
の
メ
モ
」（『
読
売
新
聞
』
昭
29
・
７
・
１
）

と
い
う
カ
ッ
ト
が
収
録
さ
れ
て
い
た
。
仮
番
号
［
高
２
６
―
５
９
］
の
「
４
月

の
メ
モ
」
と
同
じ
欄
の
も
の
で
あ
り
、
封
筒
に
書
か
れ
た
金
額
が
一
致
す
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
カ
ッ
ト
の
画
料
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

時
事
通
信
社
の
も
の
は
、
残
念
な
が
ら
、
ど
の
原
稿
の
稿
料
か
特
定
で
き
な

か
っ
た
。

仮
番
号
［
高
２
６
―
６
５
］

［
資
料
情
報
］

　

仮
番
号
［
高
２
６
―
６
３
］［
高
２
６
―
６
４
］
と
同
じ
体
裁
の
現
金
封
筒
。

「
阿
部
商
店
紙
製
品
工
場
製
造
」。
消
印
の
場
所
は
東
京
中
央
大
手
町
、
日
付
は

昭
和
三
〇
年
三
月
二
四
日
、
午
後
〇
時
か
ら
六
時
の
間
。
あ
て
名
は
「
板
橋
区

板
橋
町
三
の
二
六
二
／
石
井
鶴
三
様
」。引
受
番
号
は
、
東
京
中
央
大
手
町
分
室

八
八
〇
。
封
緘
紙
は「
安
部
」と
い
う
印
鑑
で
二
箇
所
割
印
が
入
っ
て
い
る
。
封

筒
右
端
に
「
野
村
佐
彦
氏
／
領
収
書
送
る
」
と
メ
モ
書
き
が
あ
る
。
ベ
ロ
が
剥

が
さ
れ
て
お
り
、
現
金
封
筒
の
ベ
ロ
の
貼
り
方
が
書
い
て
あ
る
の
が
見
え
る
。

「
ま
ず
ハ
ト
ロ
ン
紙
の
内
ぶ
た
を
は
■
て
か
ら
そ
の
／
上
に
こ
の
中
ふ
た
を
は

り
更
に
そ
の
■
上
に
、
上
ふ
／
た
を
は
っ
て
下
さ
い
。
／
つ
ま
り
互
い
違
い
に

三
回
は
る
こ
■
■
な
り
ま
す
。」と
読
め
る
。
ま
た
封
筒
左
下
に
は
、「
５
０
０
０

―
」
と
書
き
込
み
が
あ
る
。
差
出
人
は
「
産
業
経
済
新
聞
社
文
化
部
／
東
京
千

代
田
区
大
手
町
一
ノ
三
／
電
話
丸
の
内
（
23
　

）
一
一
六
一
・
四
四
六
一
」。
伝
票

を
剥
が
し
た
跡
が
あ
る
。

［
解
題
］

　

消
印
の
日
付
か
ら
、
仮
番
号
［
高
２
６
―
６
１
］
の
封
筒
と
思
わ
れ
る
。

仮
番
号
［
高
２
６
―
６
７
］

［
資
料
情
報
］

　

中
央
公
論
社
か
ら
の
挨
拶
状
、「
受
領
証
」
並
び
に
「
御
原
稿
料
計
算
書
」。
二

枚
の
書
類
は
、
ミ
シ
ン
目
で
一
枚
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

右
側
の
受
領
証
は
右
上
に「
Ｎ
ｏ
．
４
１
４
」と
番
号
が
振
ら
れ
て
お
り
、「
金

　

３
，
０
０
０
円
０
銭
也
／
但
（
税
金
15
　

％
を
含
む
）
／
上
記
の
通
り
確
か
に
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受
取
り
ま
し
た
／
昭
和　

年　

月　

日
／
氏
名
／
㊞
／
中
央
公
論
社
御
中
」
と

あ
る
。

　

左
側
は
「
御
原
稿
料
計
算
書
」
で
、
書
式
は
［
高
２
６
―
６
４
］
と
同
じ
。
日

付
は
「
昭
和
29
　

年
４
月
30
　

日
」、
名
目
は
「「
暗
夜
行
路
后
篇
」
口
絵
（
原
稿
料

　

ミ
セ
ケ
チ
）画
料
」。「
総
額
」「
３
，
０
０
０
」、「
税
金
15
％
」「
４
５
０
」、「
差

引
御
支
払
額
」「
２
，
５
５
０
」。
金
額
記
入
欄
は
銭
の
単
位
ま
で
あ
り
、
各
項

目
と
も
「
０
０
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
。

　

挨
拶
状
は
仮
番
号
［
高
２
６
―
５
６
］
と
、
文
面
が
同
じ
も
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
仮
番
号［
高
２
６
―
５
６
］が
新
字
な
の
に
対
し
て
こ
ち
ら
は
旧
字
、
ま

た
「
御
寄
稿
」「
御
稿
料
」
の
部
分
が
そ
れ
ぞ
れ
空
白
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
名
目
が
「
作
品
文
庫
／
暗
夜
行
路
后
篇
」
と
書
か
れ
、「
月
号
」
が
ミ
セ
ケ

チ
に
し
て
あ
る
。
ま
た
、
空
白
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
「
寄
稿
」「
御
稿
料
」
と
記
入

さ
れ
て
い
る
。
日
付
は
、
算
用
数
字
で
「
御
原
稿
料
計
算
書
」
と
同
じ
日
付
が

書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

　

封
筒
は
中
央
公
論
社
の
封
筒
で
、
仮
番
号
［
高
２
６
―
５
６
］
と
同
じ
も
の
。

消
印
の
場
所
は
東
京
中
央
。
日
付
は
昭
和
二
九
年
四
月
三
〇
日
、
午
後
〇
時
か

ら
六
時
の
間
。
朱
字
の
「
書
留
」
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
る
。
引
受
番
号
は
、

東
京
中
央
ル
二
五
七
。
宛
先
は「
板
橋
区
板
橋
町
三
ノ
二
六
二
／
石
井
鶴
三
殿
」。

裏
に
は
算
用
数
字
で
消
印
の
日
付
が
入
っ
て
い
る
。
ま
た
、
封
筒
の
ベ
ロ
部
分
、

貼
り
合
わ
せ
中
央
部
、
底
中
央
を
「
緘
」
の
印
で
封
じ
て
あ
る
。

［
解
題
］

　

昭
和
二
九
年
五
月
に
中
央
公
論
社
か
ら
発
売
さ
れ
た
、
志
賀
直
哉
『
暗
夜
行

路
後
編
』
の
口
絵
。
病
臥
す
る
主
人
公
時
任
謙
作
と
枕
元
に
座
り
お
辞
儀
を
す

る
妻
直
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
本
は
中
央
公
論
作
品
文
庫
の
う
ち
の
一
冊

で
、
志
賀
直
哉
文
庫
全
五
巻
（『
菜
の
花
と
小
娘
』『
和
解
』『
万
歴
赤
絵
』『
暗

夜
行
路
』
前
後
編
、
昭
29
・
３
～
翌
30
・
１
）
の
全
て
の
口
絵
を
鶴
三
が
担
当

し
て
い
る
。
な
お
、
昭
和
二
九
年
三
月
四
日
付
鶴
三
日
記
に
「「
暗
夜
行
路
」
後

篇
よ
む
」（『
石
井
鶴
三
全
集　

第
一
〇
巻
』）
と
あ
る
。

仮
番
号
［
雑
類
１
９
―
４
１
］

［
資
料
情
報
］

　

朝
日
新
聞
社
か
ら
の
支
払
明
細
書
。「
原
稿
料
支
払
御
通
知
」と
い
う
書
類
名

の
脇
に
、「（
筆
者
渡
し
）」
と
小
さ
く
印
字
さ
れ
て
い
る
。
部
名
は
「
ア
サ
ヒ
グ

ラ
フ
」、「
昭
和
49
　

年
10
　

月
17
　

日
請
求
」、
扱
部
は
「
グ
ラ
フ
部
」
と
あ
る
。
そ
の

脇
に
は
部
長
印
、
扱
者
印
、
会
計
部
印
の
押
印
欄
が
あ
り
、
部
長
印
の
み
サ
イ

ン
が
し
て
あ
る
が
、
判
読
不
能
。
日
付
の
下
に
は
、「　

銀
行　

支
店　

口
座
振

込
」
の
欄
が
あ
り
、
さ
ら
に
下
に
表
が
つ
い
て
い
る
。「
筆
者
御
住
所
」
は
「
板

橋
区
中
丸
町
／
21
　

―
３
／
石
井
鶴
三
殿
」、「
摘
要
」
は
「「
さ
し
え
別
／
冊
」
／

さ
し
え
３
点
／
掲
載
料
」号
」、「
原
稿
料
」「
￥
１
６
，
６
６
６
」、「
源
泉
税
」「
￥

１
，
６
６
６
」、「
支
払
額
」
は
「
￥
１
５
，
０
０
０
」。
表
下
の
照
合
番
号
は
お

そ
ら
く
七
桁
か
八
桁
で
、「
■
■
０
１
５
８
４
６
」。
そ
の
右
に「
こ
の
支
払
通
知

表
は
予
定
申
告
及
確
定
申
告
に
必
要
で
す
か
ら
大
切
に
保
存
し
て
下
さ
い
。
支

払
者
は
／
朝
日
新
聞
社
で
す
が
、
金
額
等
に
御
不
審
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
照

合
番
号
を
お
示
し
の
上
朝
日
新
／
聞
事
業
Ｋ
Ｋ
経
理
部
へ
申
出
て
下
さ
い
。」と

い
う
注
意
書
き
が
あ
る
。
そ
の
右
に
、「
朝
日
新
聞
事
業
株
式
会
社（
〒
１
０
０
）

／
経
理
部　

Ｔ
ｅ
ｌ
（
２
１
４
）
０
８
８
７
番
」
と
支
払
元
が
あ
る
。

　

封
筒
は
横
長
の
朝
日
新
聞
社
の
簡
易
書
留
用
封
筒
で
あ
る
。
右
下
に
差
出
人

住
所
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
が
、
伝
票
を
派
が
し
た
跡
と
、
上
か
ら
貼
っ
た
郵
便

料
金
の
証
紙
に
ふ
さ
が
れ
、
判
読
可
能
な
の
は「
〒
１
０
０　

東
京
都
千
代
田
」

「
番
地
」
と
「
日
新
聞
社
」
の
み
。
お
そ
ら
く
、
有
楽
町
の
住
所
だ
と
思
わ
れ
る
。

十
一
月
三
日
と
二
十
九
日
の
不
在
通
知
の
配
達
員
の
判（「
吉
川
」）が
あ
り
、
場

所
が
東
京
中
央
、
七
四
年
一
一
月
二
一
日
の
消
印
と
、
一
二
月
五
日
お
よ
び
一
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五
日
の
日
付
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
一
月
三
日
の
不
在
通
知
の
と

こ
ろ
に
「
１
２
、
３
」、
空
欄
に
「
１
２
、
９
受
」
と
い
う
書
き
込
み
が
あ
る
が
、

誰
の
も
の
か
は
不
明
。
引
受
番
号
は
、
一
〇
は
八
四
八
。

［
解
題
］

『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
臨
時
増
刊
号
「
さ
し
え

マ
ン
ガ

に
見
る
昭
和
の
50
年
―
樺
島
勝
一
か
ら

ダ
メ
お
や
じ
ま
で
―
」（
昭
49
・
10
・
30
）
に
、
三
点
挿
絵
を
再
録
。
ペ
ー
ジ
順

に
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
石
井
鶴
三
「
大
菩
薩
峠
」（
昭
和
３
年
）」（「
鈴
慕
の
巻
（
十

三
）」
初
出
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
３
・
６
・
５
夕
）、「
石
井
鶴
三
「
宮
本
武
蔵
」

（
昭
和
16
年
）」（「
無
為
の
殻
（
一
）」）
を
元
に
描
き
直
し
彩
色
し
た
も
の
、『
明

治
・
大
正
・
昭
和　

挿
絵
文
化
展
記
念
図
録
』（
日
本
電
報
通
信
社
、
昭
16
・

７
）、「
石
井
鶴
三
「
宮
本
武
蔵
」（
昭
和
14
年
）」（「
魚
歌
水
心
（
八
）」
前
掲
）

と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
つ
い
て
い
る
。
昭
和
一
六
年
の
「
宮
本
武
蔵
」
は
彩
色
さ

れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
カ
ラ
ー
で
再
録
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
鶴
三
は
昭
和
四
八
年
三
月
に
逝
去
し
て
い
る
。

仮
番
号
［
書
１
―
５
２
１
］

［
資
料
情
報
］

　

帝
国
大
学
新
聞
社
か
ら
の
挨
拶
状
と「
受
取
書
」。
ミ
シ
ン
目
で
繋
が
っ
て
お

り
、
受
領
証
は
そ
の
ま
ま
投
函
で
き
る
よ
う
、
ハ
ガ
キ
に
な
っ
て
い
て
、
切
手

も
貼
ら
れ
て
い
る
。

　

挨
拶
状
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

拝
啓

此
度
は
御
多
忙
中
に
も
拘
は
ら
ず
本
紙
の
為
に
玉
稿
を
お
寄
せ

下
さ
い
ま
し
て
誠
に
有
難
く
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

扨
甚
だ
軽
少
な
が
ら
原
稿
料
と
し
て
左
記
の
金
額
（
小
為
替
券
）

を
同
封
御
送
り
申
し
上
げ
ま
す
か
ら
御
受
納
下
さ
い

就
き
ま
し
て
は
御
入
手
の
上
は
御
手
数
な
が
ら
左
の
受
取
書
に

御
署
名
御
捺
印
の
上
御
返
送
下
さ
る
様
お
願
ひ
致
し
ま
す

尚
今
後
も
何
卒
御
援
助
を
御
願
ひ
申
し
上
げ
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

　
　
　

月　

日

帝
国
大
学
新
聞
社

会
計
部

　
　
　
　

石
井
様

「
受
領
証
」
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

　
　

記

一
金　

五
円
也

但
帝
国
大
学
新
聞

第
七
五
九
号
原
稿
料

右
正
ニ
受
取
申
候
也

　

年　

月　

日

　
　
　
（
御
署
名
）

　

右
上
に
は
「
８
４
１
０
」
と
番
号
が
振
っ
て
あ
る
。
裏
の
宛
先
は
「
東
京
市

本
郷
区
／
東
京
帝
国
大
学
構
内
／
帝
国
大
学
新
聞
社
／
会
計
部
行
」
で
あ
る
。

［
解
題
］

『
帝
国
大
学
新
聞
』（
第
七
五
九
号
、
昭
14
・
３
・
27
）。
二
匹
の
猫
が
屋
根
の
上

に
後
ろ
向
き
に
座
る
構
図
の
カ
ッ
ト（
コ
マ
絵
）。
カ
ッ
ト
の
下
に
、
鶴
三
の
も
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の
で
は
な
い
字
で
、「
猫　

石
井
鶴
三
」
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

仮
番
号
［
書
５
―
２
６
］

［
資
料
情
報
］

　

新
潮
社
か
ら
の
「
御
支
払
通
知
書
（
源
泉
徴
収
票
）」。
記
入
部
分
は
カ
ー
ボ

ン
複
写
。「
受
領
者
／
住
所
」
は
「
板
橋
区
中
丸
町
21
　

」、「
氏
名
」
は
「
石
井
鶴

三
様
」。「
小
切
手
／
為
替
／
現
金
／
に
て
御
送
金
申
上
げ
ま
す
。」
と
あ
る
が
、

支
払
い
方
法
は
指
定
さ
れ
て
い
な
い
。「
支
払
／
月
日
」
は
「
昭
和
41
　

年
９
月
14
　

日
」。
そ
の
下
は
表
に
な
っ
て
い
る
。「
区
分
」
の
「
原
稿
料
・
画
料
／
そ
の
他
」

は
指
定
な
し
。「
書
籍
・
雑
誌
名
お
よ
び
題
名
」
は
「
芸
術
新
潮
10
　

号
」。「
原
稿

枚
数
」
は
空
欄
、「
支
払
金
額
」
は
「
６
，
０
０
０
円
」、「
源
泉
徴
収
税
額
」
が

「
６
０
０
円
」、「
税
引
支
払
額
」
が
「
５
，
４
０
０
」、「
備
考
」
は
空
欄
。
表
の
左

に
は
「
原
稿
料
・
印
税
・
画
料
等
資
料
箋
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
表
下
左
に
は

「（
註
）
こ
の
計
算
書
は
御
保
存
の
上
確
定
／
申
告
の
際
に
添
付
し
て
下
さ
い
。」

と
注
意
書
き
が
あ
る
。
右
に
あ
る
「（
支
払
者
）」
は
「
東
京
都
新
宿
区
矢
来
町

71
／
株
式
会
社　

新
潮
社
」。「
新
潮
社
印
」
が
押
印
さ
れ
て
い
る
。

　

封
筒
は
新
潮
社
の
封
筒
で
、
宛
名
は
「
石
井
鶴
三
様
」。
表
面
下
部
に
「
新
潮

社
／
東
京
都
新
宿
区
矢
来
町
71
番
地
／
（
牛
込
局
区
内
）
電
話
東
京
（
２
６
０
）

大
代
表
１
１
１
１
」
と
印
字
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
に
は
「
芸
術
新
潮
」「
10
　

．」

と
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
る
。
雑
誌
名
と
数
字
の
ス
タ
ン
プ
は
異
な
る
。

［
解
題
］

　

支
払
明
細
書
の
「
区
分
」
欄
が
空
白
に
な
っ
て
い
る
と
お
り
、
昭
和
四
十
一

年
の
『
芸
術
新
潮
』
十
号
に
は
、
鶴
三
の
署
名
が
あ
る
原
稿
や
作
品
が
掲
載
さ

れ
て
い
な
い
。
報
酬
が
発
生
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

仮
番
号
［
書
６
―
６
２
５
］

［
資
料
情
報
］

　

郵
便
は
が
き
。
表
面
の
宛
先
は「
市
外
田
端
二
八
二
／
石
井
鶴
三
様
」。
差
出

人
は
ス
タ
ン
プ
で
、「
東
京
市
麹
町
区
有
楽
町
一
丁
目
二
番
地
／
株
式
会
社
大
阪

毎
日
新
聞
社
東
京
支
店
／
東
京
日
日
新
聞
発
行
所
／
電
話　

丸
の
内
／
編
輯
用

　

八
〇
／
編
輯
用　

八
一
／
編
輯
用　

八
二
／
編
輯
用　

八
三
／
編
輯
用　

八

四
／
編
輯
用　

一
五
一
／
広
告
用　

一
五
二
／
営
業
用　

一
五
三
／
長
距
離
用

　

一
五
四
／
長
距
離
用　

一
五
五
／
振
替
貯
金
口
座
（
東
京
）
二
八
〇
〇
番
電

信
略
語
「
ニ
チ
」
／
私
書
函
東
京
中
央
郵
便
局
第
三
八
号
」
と
あ
る
。
宛
名
と

差
出
人
の
ス
タ
ン
プ
と
の
間
の
余
白
に
「
九
月
十
日
／
畑
耕
一
」
と
書
か
れ
て

い
る
。
裏
面
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
（
全
文
ペ
ン
に
よ
る
手
書
き
）。

拝
呈
玉
稿
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
、
原
稿

料
拾
二
円
別
封
振
替
貯
金
に
て
御
送
り
い
た

し
ま
す
故
御
受
取
下
さ
い
、
そ
れ
か
ら
掲
載
し

た
新
聞
も
別
封
に
て
御
送
り
い
た
し
ま
し
た
、

右
要
用
ま
で

［
解
題
］

　

石
田
浩
子
「「
畑
耕
一
文
学
資
料
展
」
を
開
催
し
て
」（『
広
島
市
公
文
書
館
紀

要
』
平
24
）
に
よ
る
と
、
畑
耕
一
が
東
京
日
日
新
聞
に
勤
務
し
て
い
た
の
は
大

正
七
年
九
月
か
ら
大
正
一
三
年
で
あ
っ
た
。『
石
井
鶴
三
日
記　

５
』（
前
掲
）

に
よ
る
と
、
そ
の
期
間
に
鶴
三
が
東
京
日
日
新
聞
に
寄
稿
し
た
の
は
「
二
科
所

感
（
上
）」（
大
９
・
９
・
９
）・「
二
科
所
感
（
下
）」（
大
９
・
９
・
10
）
の
み

で
あ
り
、
日
付
も
合
致
す
る
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
の
原
稿
と
思
わ
れ
る
。
上
編

は
一
三
五
〇
字
、
下
編
は
一
五
〇
〇
字
で
、
全
二
八
五
〇
字
。
原
稿
用
紙
に
換

算
し
て
、
七
枚
強
。
な
お
、
こ
の
二
科
会
は
第
七
回
二
科
美
術
展
覧
会
、
東
京
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上
野
の
竹
の
台
陳
列
館
で
、
大
正
九
年
九
月
二
日
か
ら
二
九
日
ま
で
開
催
さ
れ

て
い
た
。

仮
番
号
［
書
７
―
１
１
４
］

［
資
料
情
報
］

　

東
京
朝
日
新
聞
社
か
ら
の
挨
拶
状
と
返
信
用
は
が
き
。

　

挨
拶
状
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

拝
啓

週
刊
朝
日
［
特
輯
号　

右
傍
挿
入
］
発
行
に
就
い
て
は
多
大
の
御
援
助
を
賜
り

千
万
奉
謝
候
御
寄
送
の
玉
稿
［「
浅
香
崩
れ
」
さ
し
ゑ　

右
傍
挿
入
］
に
対
し
失

礼
な
が
ら
御

礼
の
印
ま
で
に
金
50
　

円
為
替
に
て
御
送
り

申
上
候
間
御
納
め
下
さ
れ
度
候

　
　

昭
和
５
年
12
　

月
26
　

日

東
京
朝
日
新
聞
社　
　
　

週
刊
朝
日
編
集
部　

　

石
井
鶴
三
様

　

官
製
の
返
信
用
は
が
き
の
宛
先
は
、「
東
京
市
麹
町
区
有
楽
町
二
ノ
三
／
東
京

朝
日
新
聞
社
／
会
計
部
御
中
」。
裏
は
以
下
の
と
お
り
。

　
　
　

仮
証

一
金

　
　
（　
　
　
　

）

　
　

右
た
し
か
に
受
け
取
り
ま
し
た

　

昭
和　

年　

月　

日

　
　
　
　
　
　
（
貴
名
）

　

東
京
朝
日
新
聞
社

　

は
が
き
右
下
の
余
白
に
は
、「
東
朝
会
計
済
／
５
．
12
　

．
26
　

／
Ｔ
」
と
ス
タ
ン

プ
が
押
し
て
あ
る
。

　

封
筒
の
宛
先
は「
市
外
板
橋
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」。
下
の
余
白
に
書

留
の
ス
タ
ン
プ
が
あ
る
。
引
受
番
号
は
、
麹
町
有
楽
町
五
四
一
。
消
印
は
左
に

は
み
出
し
て
い
る
の
で
、
判
読
不
能
の
部
分
が
あ
る
。
読
み
取
れ
る
部
分
の
み

記
す
と
、
場
所
が
麹
町
、
日
付
は
一
二
月
二
七
日
、
午
前
八
時
か
ら
一
二
時
の

間
で
あ
る
。
伝
票
を
剥
が
し
た
跡
が
あ
る
。
裏
の
差
出
人
は
「
東
京
市
丸
の
内

有
楽
町
二
丁
目
三
番
地
／
東
京
朝
日
新
聞
内
／
『
週
刊
朝
日
』
編
集
部
／
電
話

丸
ノ
内
（
23
）
一
三
一
・
一
四
一　

代
表
番
号
」。
記
入
さ
れ
た
日
付
は
「
昭
和

５
年
12
　

月
26
　

日
」。
封
筒
は
「
緘
」
印
で
封
じ
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
面
に
も
消
印

が
あ
る
。
場
所
は
板
橋
、
日
付
は
昭
和
五
年
一
二
月
二
七
日
。

［
解
題
］

『
週
刊
朝
日
』（
昭
６
・
１
・
20
）、
五
〇
〇
号
記
念
号
の
巻
頭
を
飾
っ
た
直
木
三

十
五「
特
別
長
篇
小
説　

浅
香
崩
れ
」の
挿
絵
四
枚
と
口
絵
の
画
料
で
あ
る
。
口

絵
は
浅
香
の
画
、
挿
絵
は
、
安
保
に
馬
乗
り
に
な
る
山
平
を
陣
内
が
止
め
よ
う

と
す
る
画
、
陣
内
を
な
じ
る
お
か
や
と
小
者
の
画
、
涙
に
く
れ
る
お
か
や
と
浅

香
の
画
、
浅
香
と
そ
の
子
を
守
り
な
が
ら
追
手
二
人
と
対
峙
す
る
陣
内
の
画
で

あ
る
。
一
枚
目
を
の
ぞ
き
、
す
べ
て
見
開
き
二
頁
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

２　

資
料
か
ら
読
み
取
る
原
稿
料
の
支
払
方
法

　

前
節
で
挙
げ
た
資
料
と
、
そ
れ
に
基
づ
き
作
成
し
た
別
表
か
ら
は
、
次
の
よ
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う
な
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

ま
ず
、
支
払
い
方
法
は
、
主
に
現
金
書
留
か
手
渡
し
で
あ
る
。
小
切
手
の
場

合
も
あ
る
よ
う
だ
（
仮
番
号
［
高
２
６
―
５
６
］）。

　

支
払
日
に
つ
い
て
は
、『
中
央
公
論
』
や
『
芸
術
新
潮
』、『
文
学
』
な
ど
の
月
刊

誌
で
は
、
掲
載
月
の
前
月
の
日
付
で
原
稿
料
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。『
週
刊
朝

日
』
や
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
な
ど
の
週
刊
誌
で
も
、
発
行
日
前
の
日
付
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
は
雑
誌
特
有
の
発
売
日
繰
り
上
げ
の
習
慣
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
特
に
「
昭
和
三
十
一
年
頃
（
略
）
雑
誌
の
販
売
競
争
が
よ
う
や
く
熾

烈
を
き
わ
め
は
じ
め
」、「
売
れ
行
き
に
影
響
を
及
ぼ
す
」「
競
争
誌
間
の
発
売
日

繰
り
上
げ
ム
ー
ド
が
起
こ
っ
」（
日
本
雑
誌
協
会
十
年
史
編
集
委
員
会
編
『
日
本

雑
誌
協
会
十
年
史
』
昭
42
・
２
）
て
い
た
。
従
っ
て
、
戦
後
の
雑
誌
に
関
し
て

は
、
発
行
日
と
発
売
日
に
大
き
な
ず
れ
が
あ
る
。
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
の

広
告
に
は
、「
本
日
発
売
」「
発
売
」「
発
売
中
」
と
も
表
記
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、

し
た
が
っ
て
広
告
掲
載
日
に
は
確
実
に
店
頭
に
並
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
に
着
目
す
る
と
、
戦
前
に
発
売
さ
れ
た
「
浅
香
崩
れ
」(

仮
番
号
［
書

７
―
１
１
４
］)

と
広
告
の
掲
載
が
な
か
っ
た
『
文
学
』（
仮
番
号
［
高
２
６
―

５
８
］）
を
除
け
ば
、
発
売
日
前
数
日
（
朝
日
新
聞
社
、
新
潮
社
）
か
、
発
売
日

以
降
（
中
央
公
論
社
、
河
出
書
房
）
の
支
払
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
週
刊
朝

日
』
は
、
発
売
日
の
六
日
前
の
日
付
で
明
細
書
を
出
す
の
が
慣
例
の
よ
う
だ
。

　

受
領
証
の
日
付
に
つ
い
て
は
、
仮
番
号
［
高
２
６
―
５
６
］［
高
２
６
―
６

４
］
の
鶴
三
の
メ
モ
の
よ
う
に
、
出
版
社
側
が
指
定
す
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、

仮
番
号
［
高
２
６
―
５
９
］
の
よ
う
に
、
明
細
書
の
日
付
も
空
欄
に
し
て
お
く

場
合
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
実
際
の
支
払
日
は
、
柔
軟
な
調
整
が
可
能
で
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
方
、
新
聞
で
は
原
稿
料
の
支
払
い
は
掲
載
日
の
後
の
日
付
で
統
一
さ
れ
て

い
る
。
掲
載
原
稿
が
資
料
か
ら
直
接
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
も
の
に
限
れ
ば
、

一
番
早
く
原
稿
料
が
支
払
わ
れ
た
の
は
『
産
業
経
済
新
聞
』
の
「
唐
人
相
撲
の

ス
ケ
ッ
チ
」(

仮
番
号
［
高
２
６
―
６
１
］)

で
掲
載
日
か
ら
十
一
日
後
で
あ
る
。

『
読
売
新
聞
』
の
連
載
も
の
（「
三
代
人
物
史
伝
」、「
父
子
鷹
」）
で
は
、
掲
載
日

か
ら
一
ヶ
月
以
上
経
過
し
て
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る
。

　

支
払
明
細
書
の
差
出
人
は
、
支
払
明
細
書
の
体
裁
に
よ
っ
て
異
な
る
よ
う
だ
。

挨
拶
文
も
一
緒
に
載
っ
て
い
た
り
、
挨
拶
文
の
中
に
金
額
等
が
直
接
書
き
込
ま

れ
て
い
た
り
す
る
体
裁
の
支
払
明
細
書
の
差
出
人
は
、
掲
載
さ
れ
た
欄
の
部
署

や
、
編
集
部
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
例
を
挙
げ
る
と
、
読
売
新
聞
社
（
仮
番
号

［
高
２
６
―
５
９
］）
は
婦
人
部
、
産
業
経
済
新
聞
社
（
仮
番
号
［
高
２
６
―
６

１
］）
は
文
化
部
、
東
京
新
聞
社
（
仮
番
号
［
高
２
６
―
６
２
］）
は
編
集
局
で

あ
る
。

　

一
方
、
表
が
メ
イ
ン
の
体
裁
で
、
カ
ー
ボ
ン
複
写
式
の
支
払
明
細
書
、
経
理

部
や
会
計
部
と
い
っ
た
専
門
の
部
署
が
出
し
て
い
る
。
朝
日
新
聞
社
（
仮
番
号

［
高
２
６
―
５
１
］
な
ど
）
や
新
潮
社
（
仮
番
号
［
高
２
６
―
５
５
］）
が
こ
れ

に
あ
た
る
。

　
　
　

３　

資
料
か
ら
読
み
取
る
鶴
三
の
〈
相
場
〉

　
〈
相
場
〉に
つ
い
て
は
、
明
細
書
の
発
行
順
に
並
べ
て
ま
と
め
た
表
を
元
に
考

察
す
る
。
表
で
は
、
挿
画
と
文
字
原
稿
の
一
枚
あ
た
り
の
単
価
を
比
べ
る
と
、

明
ら
か
に
後
者
が
安
い
の
で
、
挿
画
と
文
字
原
稿
の
原
稿
料
と
を
分
け
た
。
ま

た
、
時
間
の
経
過
に
よ
る
貨
幣
価
値
の
変
動
を
考
え
、
大
ま
か
な
目
安
と
し
て

公
務
員
の
初
任
給
を
そ
の
都
度
参
照
し
て
い
る
。

　

ま
ず
大
正
期
か
ら
考
え
る
。『
東
京
日
日
新
聞
』の
原
稿
が
一
二
円
、
大
正
九

年
九
月
の
「
二
科
所
感
（
上
）（
下
）」（
仮
番
号
［
書
６
―
６
２
５
］）
だ
っ
た

場
合
、
同
時
期
の
公
務
員
初
任
給
が
七
〇
円
程
度
で
あ
っ
た
の
で
（
週
刊
朝
日



84

編
『
値
段
史
年
表　

明
治
・
大
正
・
昭
和
』
朝
日
新
聞
社
、
昭
63
・
６
）、
現
在

の
価
値
に
す
る
と
三
万
円
程
度
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
市
古
夏
生
・
菅
聡
子
・

佐
藤
至
子
・
竹
内
栄
美
子
・
谷
口
幸
代
・
藤
本
惠
・
協
力　

浅
井
清
「
原
稿
料

史
年
表
稿
―
17
世
紀
～
20
世
紀
―
」（『
出
版
機
構
の
進
化
と
原
稿
料
に
つ
い
て

の
総
合
的
研
究
』、
平
成
18
年
度
～
20
年
度　

科
学
研
究
費
補
助
金　

研
究
種

目　

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書
、
平
21
・
３
）
に
よ
る
と
、
岩
野
泡

鳴
が
大
正
九
年
三
月
に
『
雄
弁
』
か
ら
受
け
取
っ
た
原
稿
料
が
一
二
五
円
（
原

稿
用
紙
五
〇
枚
）
で
、
一
枚
あ
た
り
の
単
価
が
二
円
五
〇
銭
で
あ
る
。
雑
誌
と

新
聞
で
は
単
純
比
較
で
き
な
い
が
、
作
家
と
画
家
で
原
稿
料
の
単
価
に
大
き
な

開
き
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

昭
和
六
年
一
月
掲
載
の
「
浅
香
崩
れ
」
挿
画
料
（
仮
番
号
［
書
７
―
１
１
４
］）

は
五
〇
円
、
同
時
期
の
公
務
員
の
初
任
給
は
七
五
円
程
度
で
あ
っ
た
か
ら（『
値

段
史
年
表
』）、
現
在
の
価
値
に
直
す
と
一
〇
万
円
程
度
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
一
枚
あ
た
り
二
万
円
程
度
だ
。
昭
和
一
四
年
三
月
二
七
日
付
『
帝
国
大
学

新
聞
』
カ
ッ
ト
は
五
円
、
公
務
員
の
初
任
給
に
は
動
き
が
な
く
、
岡
田
健
一
編

『
東
京
小
売
物
価
指
数　

大
正
11
年
～
昭
和
42
年
』（
日
本
銀
行
統
計
局
、
昭
43
・

10
）
掲
載
の
「
戦
前
基
準
総
平
均
指
数
」（
昭
和
九
年
～
一
一
年
平
均
を
一
と
し

て
い
る
）
を
比
較
し
て
も
昭
和
五
年
は1.012

、
昭
和
一
四
年
は1.460
（
い
ず

れ
も
年
平
均
）
と
大
き
な
変
動
が
な
い
よ
う
な
の
で
、
先
程
と
同
様
に
現
代
の

価
値
に
換
算
す
る
と
、
一
万
円
程
度
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

昭
和
二
八
年
か
ら
昭
和
三
五
年
の
画
料
を
考
え
る
。
ま
ず
物
価
や
給
与
に
つ

い
て
確
認
す
る
と
、
昭
和
二
八
年
か
ら
昭
和
三
五
年
は
、「
総
平
均
（
季
節
変
動

食
品
を
除
く
）」（
昭
和
二
七
年
平
均
が
一
〇
〇
）
で
み
る
と
、
年
平
均
で
最
も

大
き
い
の
が
昭
和
二
九
年
の104.7

、
最
も
小
さ
い
の
が
昭
和
三
一
年
の98.8

で
、
平
均
値
が101.35

な
の
で
、
物
価
は
あ
ま
り
変
動
が
な
い
。
一
方
で
初

任
給
は
上
が
り
続
け
て
お
り
、
昭
和
二
七
年
が
七
六
五
〇
円
（
六
級
職
）
で
あ

っ
た
の
が
、
昭
和
三
五
年
四
月
に
は
一
万
八
〇
〇
円
（
昭
和
三
二
年
に
六
級
職

か
ら
上
級
に
名
称
変
更
）
に
な
っ
て
い
る
（
人
事
院
事
務
総
局
給
与
局
給
与
第

一
課
調
査
第
二
班
編
「
国
家
公
務
員
初
任
給
の
変
遷
（
行
政
職
俸
給
表
（
一
））」

http://w
w

w
.jinji.go.jp/kyuuyo/kou/starting_salary.pdf

）。

　
『
中
央
公
論
』
で
は
小
説
の
口
絵
の
単
価
が
一
五
〇
〇
円
で
（
仮
番
号
［
高
２

６
―
６
４
］）、
文
庫
『
暗
夜
行
路
（
後
編
）』
口
絵
（［
高
２
６
―
６
７
］）
の
画

料
が
三
〇
〇
〇
円
で
あ
る
。

　
『
読
売
新
聞
』で
は
、
連
載
小
説
の
挿
画
に
一
回
七
〇
〇
〇
円
、
タ
イ
ト
ル
カ

ッ
ト
に
一
回
五
〇
〇
〇
円
を
支
払
っ
て
い
る（
仮
番
号［
高
２
６
―
５
９
］）。
昭

和
三
一
年
二
月
一
五
日
付
の
川
口
松
太
郎
宛
木
村
荘
八
書
簡
で
は
、「
新
聞
さ
し

ゑ
の
値
な
ん
て
も
の
は
（
略
）
只
今
五
千
円
で
す
」（『
木
村
荘
八
全
集　

第
八

巻
』
講
談
社
、
昭
58
・
２
）

（
２
）

と
あ
り
、
鶴
三
の
額
と
大
き
な
差
が
あ
る
。

　

な
お
、
中
野
良
夫
・
赤
沢
正
二
（
読
売
新
聞
文
化
部
次
長
）・
山
口
久
吉
（
毎

日
新
聞
学
芸
部
副
部
長
）・
沢
野
久
吉
（
朝
日
新
聞
学
芸
部
）「
座
談
会　

新
聞

小
説
と
新
聞
」（『
文
学
』
昭
29
・
６
）
で
は
、
編
集
部
に
よ
る
画
家
の
一
枚
の

画
料
の
金
額
を
問
い
に
対
し
、
赤
沢
が
「
四
千
円
前
後
」
と
答
え
て
お
り
、
鶴

三
の
挿
画
料
は
か
な
り
の
高
額
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
３
）

四
〇
〇
〇
円
と
い
う

単
価
は
、
鶴
三
に
と
っ
て
は
カ
ッ
ト
（
コ
マ
絵
）
一
枚
の
単
価
で
あ
る
（
仮
番

号
［
高
２
６
―
５
９
］［
高
２
６
―
６
４
］）。

　
『
週
刊
朝
日　

別
冊
』
で
も
、
挿
絵
一
枚
あ
た
り
六
六
六
六
円
と
（
仮
番
号

［
高
２
６
―
５
１
］）、
新
聞
並
の
挿
画
料
を
払
っ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
同
時
期
の
公
務
員
の
初
任
給
（
八
七
〇
〇
円
）
を
参
照
し
て
現
代

の
価
値
に
す
る
と
、
挿
画
が
一
回
一
四
万
円
程
度
、
タ
イ
ト
ル
カ
ッ
ト
が
十
万

円
程
度
。

　

カ
ッ
ト
の
再
録
の
稿
料
に
つ
い
て
は
、
雑
誌
掲
載
の
も
の
で
比
較
す
る
と
、

『
特
集　

文
芸
』（
仮
番
号
［
高
２
６
―
５
３
］）
が
一
枚
あ
た
り
一
二
五
〇
円
、
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昭
和
四
九
年
一
〇
月
発
行
の
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』（
仮
番
号
［
雑
１
９
―
４
１
］）

が
同
じ
く
五
五
五
五
円
。
昭
和
三
一
年
当
時
の
公
務
員
の
初
任
給
は
八
七
〇
〇

円
、
昭
和
四
九
年
当
時
は
七
万
二
八
〇
〇
円
で
あ
る
の
で
、
前
者
の
ほ
う
が
相

対
的
に
稿
料
が
高
い
こ
と
に
な
る
。
角
川
文
庫
の
再
録
（
仮
番
号
［
高
２
６
―

５
７
］）に
つ
い
て
は
、
文
庫
の
画
料
の
単
価
の
低
さ
と
再
録
と
い
う
二
つ
の
理

由
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
鶴
三
の
画
料
と
し
て
は
破
格
値
で
あ
る
。

　

次
に
文
字
原
稿
の
原
稿
料
に
つ
い
て
述
べ
る
。
稿
料
は
す
べ
て
原
稿
用
紙
一

枚
あ
た
り
の
額
で
あ
る
。『
文
学
』（
仮
番
号
［
高
２
６
―
５
８
］）
は
五
五
五
円

と
、
明
細
書
の
中
で
一
番
少
額
の
単
価
で
あ
る
。
学
術
雑
誌
な
の
で
稿
料
が
少

な
い
と
い
う
『
文
学
』
編
集
部
の
言
葉
を
信
じ
る
と
、
非
／
学
術
誌
と
い
う
ジ

ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
原
稿
料
に
差
が
出
る
こ
と
に
な
る
。

　
『
文
学
』
に
続
く
の
は
『
芸
術
新
潮
』（
仮
番
号
［
高
２
６
―
５
５
］）
で
、
九

一
四
円
。『
東
京
新
聞
』（
仮
番
号
［
高
２
６
―
６
２
］）
の
一
七
〇
〇
円
、『
週
刊

朝
日
』（
仮
番
号
［
高
２
６
―
６
０
］）
の
一
五
〇
〇
円
と
は
か
な
り
の
隔
た
り

が
あ
る
。
な
お
、「
原
稿
料
史
年
表
稿
―
17
世
紀
～
20
世
紀
―
」
に
よ
る
と
、
室

生
犀
星
が
「
随
筆
女
ひ
と
」（『
新
潮
』
昭
29
・
１
～
６
）
で
得
た
原
稿
料
が
一

五
〇
〇
円
（
小
説
と
同
額
）、
吉
村
昭
が
「
密
会
」（『
週
刊
新
潮
』
昭
33
・
６
・

30
）
で
一
五
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。
ま
た
戦
後
総
合
雑
誌
の
原
稿
料
（
昭
和
二
七

年
～
二
九
年
）
の
原
稿
料
は
、『
改
造
』
で
は
評
論
家
に
七
〇
〇
円
、『
中
央
公
論
』

で
評
論
家
に
一
〇
〇
〇
円
、
学
者
に
七
〇
〇
円
、
新
人
作
家
に
八
〇
〇
円
、
佐

多
稲
子
や
野
間
宏
ク
ラ
ス
に
一
〇
〇
〇
円
、
丹
羽
文
雄
や
舟
橋
聖
一
ク
ラ
ス
に

一
二
〇
〇
円
払
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
す
る
と
、
大
正
九
年
の
『
東
京

日
日
新
聞
』
の
際
と
同
じ
く
、
作
家
と
画
家
で
大
き
い
原
稿
料
の
開
き
は
な
い

よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
当
然
の
こ
と
だ
が
、
鶴
三
の
場
合
、
挿
画
料
の
ほ
う
が

原
稿
料
よ
り
は
る
か
に
高
い
。

　

こ
こ
ま
で
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
以
下
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
鶴
三
の
昭
和
三
〇
年
前
後
の
鶴
三
の
新
聞
小
説
の
挿
画
料
は
、
平
均

を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
当
時
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
挿
画
料
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
文
字
原
稿
に
関
し
て
も
、
評
論
家
ク
ラ
ス
以
上
の

原
稿
料
を
得
て
い
た
よ
う
だ
。

　

各
発
行
元
の
比
較
を
す
る
と
、
雑
誌
よ
り
も
新
聞
の
ほ
う
が
、
一
枚
あ
た
り

の
単
価
が
高
い
。

（
４
）

新
聞
社
の
系
列
の
週
刊
誌
は
、
文
字
原
稿
に
つ
い
て
は
新
聞

並
の
原
稿
料
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
術
誌
と
総
合
誌
等
で
は
、
原
稿
料
に

差
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

室
生
犀
星
が
「
原
稿
料
と
い
う
も
の
は
、
作
家
の
秘
密
の
よ
う
な
も
の
か
も

知
れ
な
い
し
、
公
け
に
打
ち
ま
け
て
い
い
も
の
か
も
分
か
ら
ぬ
。
原
稿
料
は
何

時
も
そ
つ
と
し
て
置
く
の
が
礼
儀
で
あ
つ
て
（
略
）
文
士
と
い
う
も
の
は
何
時

も
原
稿
料
の
た
か
に
依
つ
て
、
は
や
り
と
は
や
ら
ぬ
境
が
し
き
い
ら
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
原
稿
料
は
お
互
に
い
わ
な
い
方
が
い
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。」（「
原

稿
料
と
い
う
化
物
」『
東
京
新
聞
』
昭
29
・
８
・
21
）
と
述
べ
て
い
る
と
お
り
、

作
家
の
原
稿
料
の
具
体
的
な
額
は
公
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
回
想
記
や
日
記
、
書

簡
な
ど
に
よ
っ
て
し
か
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
、
支
払
明
細
書
に
よ
っ
て
明
確
な
数
字
が
判
明
し
た
意
義
は
大
き
い
。

今
回
は
考
察
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
後
、
戦
前
・
戦
中
の
支
払
明
細
書
が
出
て

く
れ
ば
、
鶴
三
の
挿
画
料
の
上
昇
率
を
、
時
代
や
彼
の
仕
事
歴
を
参
照
し
な
が

ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
注

⑴　

仮
番
号
［
高
２
６
―
６
２
］
に
は
、
他
に
「
日
本
美
術
工
芸
社
資
材
部
」
か
ら
の
画
材

の
領
収
書
二
枚
、
請
求
書
一
枚
と（
日
付
は
い
ず
れ
も
昭
和
三
十
年
十
一
月
三
日
）、「
美
術

部　

伊
藤
秀
次
郎
」
氏
の
名
刺
が
同
梱
さ
れ
て
い
た
が
、
本
論
に
は
直
接
関
わ
ら
な
い
の
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で
資
料
を
掲
げ
る
に
留
め
た
。

⑵　

こ
の
書
簡
で
は
、
荘
八
の
新
聞
小
説
の
挿
画
料
は
挿
絵
を
始
め
た
当
初
（
お
そ
ら
く
白

井
喬
二
「
富
士
に
立
つ
影
」（『
報
知
新
聞
』
大
13
・
７
・
20
～
昭
２
・
４
・
５
）
を
指
す
）

は
一
〇
円
、
戦
前
五
〇
円
だ
っ
た
の
が
、
開
戦
で
一
〇
円
に
戻
っ
た
と
書
い
て
い
る
。
ま

た
、
昭
和
二
八
年
二
月
六
日
付
の
高
木
健
夫
宛
で
は
、「
朝
日　

日
　々

都　

と
毎
日
か
い

た
こ
と
が
あ
つ
た　

最
小
に
し
て
あ
の
頃　

一
日
六
七
十
金
入
る
」
と
あ
っ
た
。
該
当
す

る
の
は
昭
和
六
年
で
、『
都
新
聞
』
が
野
溝
七
生
子
「
女
獣
心
理
」（
１
・
１
～
３
・
14
）、『
東

京
日
日
新
聞
』
が
木
村
毅
「
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
」（
１
・
６
～
４
・
23
）、『
東
京
朝
日
新
聞
』

が
田
中
貢
太
郎
「
情
鬼
」（
６
・
14
～
９
・
10
）。
三
本
す
べ
て
の
連
載
時
期
が
重
な
っ
た

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
一
回
の
挿
画
料
を
単
純
に
計
算
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の

時
点
で
少
な
く
と
も
一
回
三
〇
円
以
上
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑶　

絵
の
版
権
に
つ
い
て
は
「
全
部
向
う
（
画
家
―
引
用
者
）
に
あ
る
」（
毎
日
・
山
口
）、「
新

聞
社
は
掲
載
権
を
獲
得
し
て
い
る
だ
け
で
す
」（
朝
日
・
沢
野
）
と
答
え
て
い
る
。
絵
の
管

理
に
つ
い
て
は
「
厳
重
に
鍵
を
か
け
て
し
ま
っ
て
あ
り
ま
す
」（
沢
野
）、「
今
ま
で
返
し
て

く
れ
と
い
う
人
は
少
な
か
っ
た
」
が
「
返
し
て
く
れ
と
い
え
ば
返
し
ま
す
」、「
石
井
鶴
三
さ

ん
と
か
、
特
定
の
人
は
必
ず
返
し
て
く
れ
と
い
う
條
件
つ
き
で
す
」（
読
売
・
赤
沢
）、「
毎

日
で
は
全
部
返
し
ま
す
」（
山
口
）
と
、
社
に
よ
り
対
応
が
異
な
っ
て
い
る
。

⑷　

新
聞
の
挿
画
料
が
高
い
の
は
、
戦
前
か
ら
だ
っ
た
よ
う
だ
。
小
出
楢
重
の
妻
重
子
は
、

信
濃
橋
洋
画
研
究
所
や
中
之
島
洋
画
研
究
所
の
頃
の
小
出
家
の
月
収
が
三
〇
〇
円
か
ら
四

〇
〇
円
だ
っ
た
と
言
い
、「
新
聞
の
挿
絵
が
わ
り
に
画
料
が
よ
ろ
し
か
っ
た
ん
で
す
よ
。」と

座
談
会
「
知
ら
れ
な
い
小
出
楢
重
」（
小
出
重
子
、
小
出
吉
延
、
松
井
正
、
沢
野
岩
太
郎
、

美
術
雑
誌
『
木
』（
梅
田
画
廊
、
昭
45
）。
引
用
は
小
出
龍
太
郎
、
矢
倉
喜
八
郎
、
熊
田
司
、

河
﨑
晃
一
『
小
出
楢
重
を
慕
う
人
々
』（
花
美
術
館
、
平
24
・
９
）
か
ら
）
で
述
べ
て
い
る
。

ま
た
中
川
一
政
も
新
聞
小
説
の
挿
絵
を
始
め
た
理
由
は
「
挿
画
な
ら
金
が
と
れ
る
か
ら
」

と
述
べ
て
い
る
。（
中
川
一
政
「
挿
画
で
学
ん
だ
気
合
」『
独
り
行
く
道
』
求
龍
堂
、
平
23
・

３
）



石井鶴三の挿画料
明細書日付 掲載誌、単行本名 発行年月日 広告掲載日 タイトル 支払元（部署） 金額（税込） 枚数 単価 支払い 備考 資料番号

昭５・12・26 『週刊朝日』 昭６・１・20 昭６・１・18（Ａ） 「浅香崩れ」
東京朝日新聞社週
刊朝日編集局

50 5 10 現金書留 書7-114

― 『帝国大学新聞』 昭14・３・27 「猫」 帝国大学新聞社 5 1 5 書1-521

昭28・４・11 『読売新聞』 昭28・４・１ 「４月のメモ」 読売新聞社婦人部 4,000 1 4,000 現金書留

封筒記
載の金
額から
逆算

高26-59

昭28・10・20 『中央公論』 昭28・11
昭28・10・14（「発
売中」Ｍ）

「貴船石」口絵 中央公論社 3,000 2 1,500 高26-64

昭29・４・14
『阿部一族　他三
篇』

昭29・４ 「阿部一族」挿絵 角川書店 3,000 8 375 現金書留 再録 高26-57

昭29・４・16 『中央公論』 昭29・５ 昭29・４・13（Ａ） 「ひとりずつ」口絵 中央公論社 6,000? 1 6,000? 小切手? 高26-56

昭29・４・30 『暗夜行路　後編』 昭29・５ 口絵 中央公論社 3,000 1 3,000 現金書留 高26-67

昭29・７・13 『読売新聞』 昭29・７・１ 「７月のメモ」 読売新聞社婦人部 4,000 1 4,000 現金書留

封筒記
載の金
額から
逆算

高26-64

昭30・３・23 『産業経済新聞』 昭30・３・12
「唐人相撲」スケッ
チ

産業経済新聞社文
化部

5,000 3 1,666 現金書留 高26-61

昭30・８・15 『読売新聞』 昭30・４～７ 「三代人物史伝」 読売新聞社 50,000 10 5,000 高26-59

昭30・８・15 『読売新聞』
昭30・７・18夕
～８・16夕

「父子鷹」 読売新聞社 210,000 30 7,000 高26-59

昭30・９・22 『読売新聞』 昭30・７～８ 「三代人物史伝」 読売新聞社 39,000 3 13,000 手渡し 過払い 高26-59

昭30・９・22 『読売新聞』
昭30・８・17夕
～９・15夕

「父子鷹」 読売新聞社 210,000 30 7,000 手渡し 高26-59

昭30・10・24 『読売新聞』
昭30・９・16夕
～10・16夕

「父子鷹」 読売新聞社 210,000 30 7,000 手渡し 高26-59

昭30・12・９ 『読売新聞』
昭30・10・17夕
～11・15夕

「父子鷹」 読売新聞社 210,000 30 7,000 高26-59

昭31・９・15 『特集　文芸』 昭31・９ 昭31・８・29（Ａ）
「宮本武蔵」（名場
面案内）

河出書房 2,500 2 1,250 再録 高53-53

昭33・１・27 『報知新聞』
昭33・１・14～
28

「初場所」スケッチ 報知新聞社 58,823 28 2,100 高26-60

昭35・２・３ 『週刊朝日別冊』 昭35・３
昭35・２・９（「発
売」Ａ）

「小説　国技館」
朝日新聞東京本社
会計部原稿料係

20,000 3 6,666 高26-51

昭41・９・14 『芸術新潮』 （昭41・10） 昭41・９・27（Ｙ） ― 新潮社 6,000 ― ― 手渡し
原稿未
確認

書5-26

昭49・10・17
『アサヒグラフ』臨時
増刊号

昭49・10
昭49・10・18（「本
日発売」Ａ）

「大菩薩峠」「宮本
武蔵」挿絵

朝日新聞事業株式
会社

16,666 3 5,555 現金書留 再録 雑19-41

昭？・９・10 『東京日日新聞』 大９・９・９～10
「二科所感」（上）
（下）

（株）大阪毎日新聞
社東京支店東京日
日新聞発行所

12 8 1.5 書6-625

昭29・５・15 『文学』 昭29・６ ―
「挿絵画家としての
思い出」

岩波書店経理部 5,000 9 555 現金書留 高26-58

昭29・９・６ 『東京新聞』 昭29・８・21
「明治洋画家の士
魂―「水彩と素
描」展を観て―」

東京新聞社編集局 6,800 4 1,700 高26-62

昭33・３・31
『通し狂言仮名手
本忠臣蔵　筋書』

昭33・３ 「「忠臣蔵」寸感」 新橋演舞場宣伝部 4,705 2 2,352 現金書留
スケッチ
1枚含む

高26-63

昭33・５・８ 『週刊朝日』 昭33・５
昭33・５・14（「本
日発売」Ａ）

「新聞社の製版」
朝日新聞東京本社
会計部原稿料係

9,000 6 1,500 高26-60

昭33・６・16 『芸術新潮』 昭33・７
昭33・６・25（「発
売中」Ａ）

「穂高に建つた碌
山美術館」

新潮社会計部 6,400 7 914 高26-55

*「広告掲載日」は、『朝日新聞』（Ａ）『読売新聞』（Ｙ）および『毎日新聞』（Ｍ）を参照し記載した。

原稿料

画料
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